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表紙の数字……1票の重み

　自治省が8月15日に発表した平成元年住民基本台帳に基づく人口（平成元年3月31日現在）と衆議院議

員定数（512名）で算出した衆議院議員1人当りの人口である。

　いわゆる，違憲状態（一票の格差が3倍を超えるもの）は選挙区当りの人口をさし

ているのが，今回の状態でみると，最も1票が重い東京8区の衆議院1人当り14万2，

705人に対し神奈川4区が約45万3千人で3．18倍，千葉4区約44万8千人で3，14倍と

なっている。

　中部6県でみると1票が“重”い選挙区として，6倍に三重2区21位に富山2区が

あり，逆に“軽い”選挙区として，19位に愛知2区，23位に愛知3区，27位に愛知4

区となっている。

1票が“重い”選挙区

順位 選挙区 定数 1人当り人口

1 東京8区 3 142，705人

6 三重2区 4 144，148

21 富山2区 3 164，789

1票が“軽い”選挙区

順位 選挙区 定数 1人当り人口 格差

1 神奈川4区 4 453，404人 3．18

2 千葉4区 4 447，998 3．14

19 愛知2区 4 353，801 2．48

23 愛知3区 3 341，294 2．39

27 愛知4区 4 319，415 2．24

　現在，政治倫理と選挙制度改革が論議となっているが，後者については，①議員定

数の問題（衆議院の場合，公職選挙法第4条で471名と定めてあるが，現在は512名）

②選挙区制の問題そして③“1票の格差是正”問題が重点となる。
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巻頭

政策の選択ができる政治体制を

　大きい野党の役割と責任

　先の参議院選挙で自民党が大敗し，社会党

や連合が大躍進をした。自民党政治に対する

国民の反発が一挙にあらわれた結果である。

それでは，自民党政治の何が根本的にまつ

かったのか。これに対する常識的答えは消費

税，リクルート，農業の自由化のいわゆる

『3点セット』が挙げられる。

　わけても消費税は不人気で『消費税廃止』

を正面に掲げた政党が大きく躍進したわけで

ある。しかし，『消費税は必要か否か』これが

日本がおかれている内外の情勢からする税制

のあり方として徹底的に論じられたわけでは

ない。そして『リクルートの濡手に粟』も

r消費税の可否』とは実は関係のない問題で

ある。さらにr公約違反』も，これまた導入

の過程における政治倫理の問題でr消費税の

可否』そのものとは関係ない。この様に考え

てくると自民党の敗北・社会党の躍進は，政

治理念に対するものでなく政治家（それも政

権を担当する自民党の）に対する反発の結果

ということができる。

　こうした結果は，自民党の長期単独政権の

弊害によるところが大きい。いわゆる『永田

町の論理』と呼ばれる一連の政治行動が国民

から遊離し，様々な利益と主張を持つ国民を
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　　　理事長梅村志郎

これまでのように“統合する”能力を失った

結果といえる。それは農業の自由化や消費税

の導入に現われている。内外の情勢からして

そのこと自体は間違った政策ではなかったと

しても，国民に対して不安感や不満を与える

ことを十分に認識せずかつ，その施策を国民

に説得させる力にかけていた。その意味です

でに自民党の統治能力の低下は明白である。

　対照的に社会党は，自民党に対する庶民の

批判を吸収して大きく躍進した。それは自民

党の失敗に乗じたムードによるところも大き

い。しかし，政治の流れを変えようとする気

運が間違いなく高まっていたからである。そ

れだけに，こうした国民の選択を将来の実り

ある政治改革につなげるための野党の役割と

責任は極めて大きいといえる。

　すでに野党間では，連合政権構想をふまえ

て具体的な協議が進められている。思想や立

場の異なる政党の団結には多くの難問がある。

しかし，これまでのいきさつは別にしてこの

際は，国民が信頼して政権を託す希望が持て

る政党集団に成長することである。そのため

には，これからの世界の中で日本の進むべき

姿を現実的な構想として掲げ，整合性のある

現実的な政策体形を国民の前に示していくこ

とである。



　そして肝要なことは，裏のかけひきや茶番

でない真剣な政策論議が国会の場でおこなわ

れ，国民が政策の選択に基いて投票できるよ

うな環境と仕組みをつくりヒげていくことで

ある。

　新しい行動様式の潮流

　先の選挙では，これまでとはかなり違った

新しい現象がみられた。女性パワーが目立つ

中で若者を始めとするどちらかといえば政治

に対する無関心層が，マスコミを中心とした

ムードによって反自民の行動に大きく動いた

ことである。こうした現象の背景にはいくつ

かの理由が考えられる。r財テク』ブームを

きっかけにして生れた不平等に対する不満

や，r消費者』『生活者』としての顔をもつ女

性，新人類が前面に押し出てきたのに，この

層の生活感覚を満す政策が一向に出てこない

ことに対する国民の不満が政権政党である自

民党に対して一挙に爆発した。まさに消費税

はかっこうの材料であったわけである。こう

した現象は，今日的な情勢の中でおきた一過

性との見方もあるが，日本が戦後の貧しさか

ら開放されて生活に『ゆとり』が生れ，『ゆと

り』を背景とした新しい行動様式の潮流と見

ることができるのでは。

　名古屋大学の飯田教授は『ゆとり論』の中

で，失業と飢えの恐怖にさらされている限り

人びとは，そもそも不平・不満を抱く『ゆと

り』さえない。かりに不平・不満を抱いても

それを行動にあらわせば，みずからの不利と

なるから心中深く秘める。つまり，『貧しさ』

が社会に“たが”をはめ人びとはそれなりに

従順に行動する。ところがひとたび生活に

『ゆとり』ができると人びとの不平・不満は

かえって増し，しかも心に抱く不平・不満，

うらみつらみはすぐさま言動にあらわしても

かまわない。そして物質的rゆとり』が増す

につれて精神的『ゆとり』はかえって減る。

　　人びとはおおらかさを失い，みみちっ

ちくもなる

　つまりr豊かさ』の到来は社会の“たが”

をはずし人びとは言いたいことを言うように

なる半面，これまでのように従順ではなくな

る。

　飯田教授は，このようにいっておられる。

　日本が豊かな国であるというのには異論も

あろうが，少なくとも飢えと失業の恐怖にさ

らされている状況ではない。選挙の中で，特

に目立ったのはいわゆるオバタリアンとか新

人類といわれる人達の行動であった。この人

達は，r豊かさ』を最も受け社会的な“た

が”も少いと思われる人達である。このよう

に見てくると新しい現象は，一過性のもので

はなく，r豊かさ』の到来による新しい行動

様式の潮流と受けとめていく必要がある、

　いうまでもなく政治に託された責務は，大

衆に追従して目先の利益を追うことではな

く，将来を予見して事態を先取りし国民を

リードすることである。日本は今，貧しい小

国から豊かな大国になったため，国際的視野

からの政策と国内向けの政策を大きく変えて

いかなければならない時である。主義でなく

政策が国民を動かす時代である。現実的な政

策をあいまいにしたまま政治抗争だけが高ま

ることは，日本の将来にとって好ましいこと

ではない。本当に『良い社会』とは何かにつ

いて，国民が共に考えることができる政治体

制の確立が望まれる。
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発　言

国民生活と政治のあり方

労働評論家

芦　村　庸　介

　経済大国日本が欧米諸国にくらべ著しく後

進性を指摘される点は，第二次大戦以降約40

年間において，極めて短期の片山社会党内閣

を除いて一貫して保守政権の存続という事態

で推移したことであった。

　しかし，それは国民がその生活安定をはか

るために選択した政治意識であり，「自民党」

にとってかわるべき政党が存在しなかったか

らであり，一党の長期政権に対する倦怠感を

蔵しながらも，日本人の「平衡感覚」という

特有の政治意識と行動論理の結果によるもの

であった。

　さきの参院選において，自民党が歴史的大

敗，野党第一党の社会党が大躍進をとげて与

野党逆転の政治状況をつくり出したのは，表

面的にみれば選挙の争点となった消費税，リ

クルート，農産物自由化のいわゆる三点セッ

トで自民党が国民のきびしい審判をうけた結

果であるとされている。

　果してそうであろうか。たしかに政治家の

基本理念である政治倫理の退廃に起因する一

・連の汚職構造に対する国民の反ぽつ批判がそ

の根底にあったことは事実であった。しか

し，消費税や農産物の自由化等の政策課題に

ついて国民各層が国家的見地に立っての冷静

な判断を下したと断定することは早計であ

り，その根本は政治の腐敗そのものに対する

国民の怒りが爆発したものとみなければなる

まい。消費税や農産物自由化等の政策課題は

国民生活に直結する課題であり，その不公平

や欠陥，農業切り捨て政策に対する不満が投

票に結びついたというのだが，有権者がこれ

らの政策について国際的にも国内的にも十分

な理解と知識をもって判断したのではない。

消費税については導入の結果による生活費の

負担増，課税の欠陥などに対する感情的反ば

つであり，農業政策に至っては地方，地域性

に基づく保守的な「農業保護主義」の発露で

あったといいたい。これらの要因を巧妙な選

挙戦術，たとえば「オバタリアン」戦術に

よってムード的に盛り上げたのが「土井社会

党」であった。
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　参院選の結果にみられた有権者の動向はむ

ろん一過性のものではなく，次期総選挙にお

いても継続されるだろう。自民党の一党支配

による政治腐敗に対する国民感情はその弊害

を除去する意味において衆議院における与野

党伯仲から与野党逆転，さらには「連合政

権」の樹立を期待するだろうとみられるから

だ。

　この際「連合政権」の中身は問わないにし

ても，国民が期待することは一国の政治で

あってそれはすぐれて国際性をもつものであ

り，国民生活の将来像を明確に意識した高次

元的立場に立つ政治である。その視点に立て

ば現在わが国の政治家にはステーツマンシッ

プに燃える政治家はほとんど見当らず，特定

団体の利益を代表する「政治屋」ないし地

方，地域の利益を主張する「県会議員」なみ

の存在であるといっても過言ではない。

　わが国の政治を国民不在におとしいれたも

のは与野党を通じての「国対」政治と「族議

員」政治の横行であった。これが結合して国

民にはわけのわからぬ「永田町論理」をうみ

出したのだ。与野党間の「政治的取引き」は

問題解決のために必要であろう。しかしそこ

には一定の限度があり，節度がなくてはなら

ない。また「国の政治」である以上，特定団

体や組織の利害のみを重視して「国家政策」

を忘却した“利権政治”を許してはならない

のである。

　いま，必要なことは「政治改革」である。

各党から出されている政治改革の構想につい

ては傾聴に価する部分もあるが，国会議員の

大幅定数減や選挙制度の改革，第二院である

参議院の抜本的改革についてはまさに「隔靴

そうよう」の感があって，これでは百年河清

を待つにひとしい。

　「政治改革」で強調されなければならない

のは国会議員の質の問題である。さきの参院

選で消費税があれほど争点になりながら，税

制上における「直間比率」の用語さえも知ら

なかった候補者が現存した事実にわれわれは

一驚せざるを得ないのである。いやしくも国

政を担当しようとする国会議員は，政治，外

交，国防，経済，社会あらゆる分野において

相当な識見を必要とするのであり，「必要な

ものは必要」といわゆる断固とした政見の持

ち主でなければならない。いわゆる大衆迎

合，国民迎合主義的な政治家の氾濫は，「カ

ルタゴの滅亡」という歴史的事実に徴するま

でもなく，わが国を将来「政治倒産」の危機

に招くことになりかねない。

　「高齢化社会」における国民生活ビジョン

を追求し，「国際社会における日本の役割」

を自覚する政治こそ期待される政治のあり方

だ。「一年を期待する者は草花を愛せ。十年

を期待する者は花木を愛せ。百年を期待する

者は人を愛せ」　　　政治家が「国士」たるこ

とを望む。

　　　　　　　　　　【圃中部産政研　顧問】
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対談

『これぞ正論／ 政治のあり方』

政治評論家

屋山　太郎氏

熱

屋山　太郎（ややま・たろう）

昭和7年福岡市牛まれ

東北大学文学部卒業後，時事通信村入社。

昭和62年同社退社後政治評論家として活躍。

Tvr日曜放談」なとお茶の間にも知られる。

著書に「日木の政治はどう変ったか」

「国鉄に何を学ぶか」なと。

自動車総連会長

得本　輝人氏

得本　輝人（とくもと・てるひと）

昭和16年鹿児島県生まれ。

京都大学経済学部卒業後，トヨタ自動車1業

㈱入社。

昭和44年トヨタ労組執行委員。

昭和51年自動車総連事務局長を経て，昭和61

年より現職自動車総連会長として活躍。

、デタントという安心感の上で進められた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t今回の参議院選であった

（司会）　まず，最初に今回の参議院選挙の

意義は何であったかを振り返りなからお聞か

せドさい。

【屋山】　私はね，俗に3点セットプラス1

なんて言われている，消費税と農産物の自由

化とリクルートにスキャンダルの問題は，そ
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れはそれぞれ影響があったには違いないんで

すけれども，その背景にやはりデタントとい

うのがあったと思うんです。

　今回の米ソの軍縮ムーF’　，デタントという

のは非常に本格的ですよね。大きく東西の枠

が取り払われた情勢なんです。いままで皆国

民というのは緊張の中で選挙をやる。そうす

ると汚職はやるし，利権を漁るような自民党

に入れたくないなと思いつつ，だけども国家

の安全というのは大切だ命あってのものだと

思って，それらにも目をつぶって自民党に入

れてきたという票がずいぶんあったものです

よね。ところが，今度は，初めて国家の安全

の問題を考えないですんだと思います。お灸

をすえても大丈夫だというのが背景にあった

のではなかろうか。

　ですから，お灸のすえ過ぎというか自民党

にとっては酷な結果になったのは，この様な

国際情勢面の変化というのが，やはり国民の

意識の底にあったんじゃないかなと私は思う

んです。

【得本】　私は口本の国民というのは，例え

ば，安全の問題，とりわけ空気とか水とかみ

んなただだと思っている。最近はそうではな

いという意識が芽ばえてきましたが，やは

り，国を守っていくとか，日本が今後とも世

界の中で生きていくためには，安全保障は大

事なんだという意識があまり教育されていな

いような気がするんです。無意識のうちに感

じとっているんでしょうけれども。

【屋山】　無意識のうちにやはり，自分達が

西側の一員であるというような，つまり西側

の一員の中の大国だという意識は，中曽根さ

んの時代にようやく出ていたんだけれども，

それにしても日米安保が国を守っているとい

うこと。例えば，安保条約と自衛隊に賛成す

る票は7，8割はあるんですよ。だから，そ

れは非常に重要だ。

　ところが社会党はそれを止めうという話で

すから，だから，止めた場合の非武装で国が

守れるかというと，誰も信じないと思います

よ。社会党支持者の中でも非武装中、Zという

のがいいと思っている人は17～18％しかいな

いんですよ。

　だから，そういう意味で緊張はある時には

自民党はそれだけでずいぶん得した而がある

と思うんです。それに甘えて相当いろいろ悪

い事をやって，それでもまあ許されてきたも

のだから，もう甘えが図にのっていくところ

までいってしまったというのが今度のリク

ルートじゃないかと思う。

【得本】　一般的に言うと，長年権力を握っ

ていた者がくたびれてきた。もう一つは，選

挙人白体も農制の問題にみられたように，地

殻変動を起こして変ってきた。それから，女

性のパワーといいますか，例えばスキャンダ

ルの問題等についても女性自体の見方が一頃

よりもきびしくなってきてます。

　そういう意味では，価値観や意識が多様化

しているということを我々もよく認識する必

要がありますね。

【屋山】　だから，政治家のモラルもやはり

せめて国民のレベルというところの平均値に

もって行ってもらいたい。それはもう石部金

吉が総理大臣になりゃいいと言っているわけ

ではなくて，やはりモラルも平均的に庶民と

似たようなモラルを持つということが必要な

んじゃないでしょうかね。昔，妾の2人や3

人持つのは甲斐性だとか言ったといわれる

が，今は，それは結構な話だというふうには

全く思わない。

　だからもう変わっているわけです。ただ，

私よりももっと先に女性が変わっているわけ

ですね。もっと極端にね。そういうことが理

解できなかったんじゃないでしょうか。
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税制改革において
’EC型付加価値税の導入が必要である

（司会）　次に，消費税を含む，税制改革の

あり方についてお願いします。

【屋山】　私はね，今度の消費税の問題は，

国会で審議されなかったということもある

し，自民党がそれを訴えなかったということ

もあるが，一つ欠けているのはやはり税制の

国際性ということだと思うのです。

　例えば，物品税というのはその物品に税金

をかけるということなので，その物品を産出

している国は怒るんです。ようするに消費を

押さえる狙いで，狙い撃ちをして物品税をか

けているのではないかと思うわけです。

　ちょうど1970年にECは，　EC型付加価値

税を導入したんですが，その直前に私はロー

マにいまして，いかなる税制が新しい国際化

に向けて良いのかという議論が散々行われた

んです。そこで物品税というのは良くないと

いうのか結論であり，その後19年の歴史がす

でにEC型付加価値税にはあるわけなのです

が，その間に税制改革を実施した国は皆物品

税を外していっているわけです。だからサー

ビスにもかけるという，このEC型付加価値

税というのはもう国際的に評価が定着してい

る税なのです。

　それを自民党も言わなかったし，野党も全

く認識していない。消費税を止めて今度は暫

定的に2年間これでやろうじゃないかという

ことで，物品税の復活を言い出している。そ

れは私は国際的音痴だと思うのです。それか

ら，サービスに全くかけないという関接税は

もうこれからの世の中に考えられない。

　だから社会党が3年後に本格的な税制改革

を出すと言っているけれども，それにはやっ

ぱり物品税の清算とサービス課税というのが
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不可欠だと思うのです。そうすると今の税制

とあまり違わない税制が出てくる可能性あり

ますよ。本気で勉強すればね。あのEC型付

加価値税が出てくる時は4年かけて世界中の

税法学者を呼んで，それで研究したんです。

　それから，宣仏が不足していることに加え

て，消費税が日本人に馴染みにくかったこと

は，日木人というのは自分で計算ができる国

民ですよね。こんなに計算のうまい国民はど

こに行ってもいない。2つも3つも買って自

分で足し算できる。そういうきちんとした潔

癖症みたいな国民にとって，消費税3％は自

分では暗算できません。

　例えば，500円の時には515円だなとか，

1，000円払う時には30円とか計算できるが，

例えば，1，980円の物を買った時は計算でき

ない。私はこの間2，000円出して待っていま

したらいくらか足りないというわけでムッと

したんだけれども，そういうのが我慢できな

い国民性なのではないのでしょうかね。です

から総額明示できちっとやる方法が良い。総

額だったら足し算できるわけです。

　それから端数ですが，1円玉は，特に女性

は家内などに聞くと，スーパーで1円玉使っ

てたから慣れているが，私達は1円玉を使う

生活はほとんどしていないわけですよ。そう

いう生活をもうずっとやってきていきなり1

円玉でしょ。やっぱりその1円，端数の問題

というのがあるんじゃないでしょうか。

　毎日，毎日わずらわしい，何かお金出した

のにきっちりといかない。いくら出していい

かわからないというフラストレーションみた

いなものが，この消費税にはあるんです。

【得本】　労働組合の立場から見ますと，連



合，その前身の全民労協，その前の政策推進

労組会議時代から，我が国の税制改革問題を

含めてサラリーマンにとってのいろんな面で

の不公平是正の必要性を訴え，勉強をしてき

たわけです。

　税制改革の問題については10数年前からサ

ラリーマンの税が不公平であるということを

言い続けてきた。その1つの改革が，一般消

費税から売上税，そして今度の消費税として

国会の論議のぞ上に登った。そういう位置付

けには一応したんです。

　連合は，消費税や間接税に対しては，もう

少し時間をかけて論議をしようということ

で，例えば，資産・所得・消費にバランスの

とれた税制や，直間比率の是正といった原則

論を出しながら，消費税秋口導入という自民

党のやり方が，前からの経緯からみて納得で

きない，だから反対するという戦術論をとっ

た。その中で自動車総連は，税制改革という

からには間接税もきちんと税制全体の中に位

置付けるべきで，例えば消費税ももっと連合

の中で論議をすべきだと言ってきた。しか

し，連合はまず直接税の不公平是正をやろ

う，それから間接税論議だと2段階論をとっ

た。率直に言って，連合の中でも意見の食い

違いがあったわけです。

　私達は，屋山さんがおっしゃったように，

経済や消費の構造が変わってきている中で

は，流通・サービスを含めた広く・薄く，そ

して簡素な間接税の導入が必要であり，公平

さに優れるEC型付加価値税の導入の必要性

を唱えてきました。つまりそれが不公平を是

正するためにも必要だと考えるからです。自

動車総連の中でも勉強しました。きちんと勉

強するとその結論にならざるを得ないんです

ね。

　残念ながら消費税についてはいわゆる導入

の経過，それからリクルートの問題などに時

間をとられ十分な審議がなされなかったわけ

です。自民党自体も強引な形で通してしまう。

あの進め方にはやっぱりイエスというわけに

はいかんですね。中身の欠陥もありますし。

　しかし消費税についていいのか悪いのかと

いう点では，不十分な面がたくさんあるとい

う形では一致しましたが，参議院の選挙の前

までは消費税に関して反対とか，廃止とは連

合は言っていなかったのです。やはり見直し

を含めてやって行こう，そしてあるべきEC

型付加価値税につながるのではと，連合は曖

昧な状態で，態度をはっきり韻していなかっ

た。しかし，参議院の選挙後，消費税が争点

の1つだったということもあり「廃止を基本

に税制改革全体をやり直す」という形に，基

本の態度が変ってきた。そういうことから今

度は，4野党がいわゆる廃止法案と再改革基

本法案というものを出して，いま代替財源案

の最終のまとめに入っている。

　代替財源というのは，言ってみれば2年間

の暫定の数字の話なのです。基本的には，代

替財源を論議する前に，2年後の再改革基本

法をもっと真剣に論議すべきである。いろん

なところが曖昧であって，何が代替財源にな

り得るか考える必要がある。再改革基本法の

中でいわゆる流通・サービスを含めた間接税

をやるということをはっきりと明記すべきで

あり，それを野党にも主張し，連合にも主張

しています。連合にはこの流通・サービスを

含めた間接税について一体どう考えるのか，

早急に結論を出してくれと迫っている所です。

【屋山】　私が解らないところは，ようする

に今度の2年間の暫定というものは，消費税

を止めるためのでっちあげなんですよね。よ

うするに，とりあえずというわけですよね。

それでその後3年目に本格的なものを出すと

いうのだけれども，いま出ているものも一応

本格税制なわけです。本格税制を止めうとい

うにはそれより更に良いものをぶつけてくる

というのが手順なのです。
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　2年間だけつなぎで悪いとわかっている物

品税とを復活しようとする手順，私はどうも

ピンとこないんです。

【得本】　まったくその通りです。結局，野

党の案では，2年後の改革の方向が全くはっ

きりしていないから，物品税の復活といった

不公平をまた戻すようなことをする。

【屋山】　物品税にしても，いままでかかっ

た分にかけるという。そうするとそれではテ

レビにかかって，ワープロにかかっていない

のはなぜなのだというのはそのままですね。

これはいまの消費税よりは改悪ですよ。どう

見ても，改悪とわかっていてとにかく2年間

これでやるという，その必然性というのはわ

からない。

日本は　自りの課題として　高い物価　高い土地

　　　　　　　長い労働時間を改めて行かなけれはなりない

（司会）　次に，真の豊かさを感じられる社

会生活づくりに向けた体系的な政策づくり

を，どうすすめて行ったらよいかお聞かせ下

さい。

【屋山】　日本は，いま大国になったという

割には，国民生活というのはお粗末だと思う

んです。そもそも土地の問題は非常に大きな

問題で，これはもちろん解決しなくてはなら

ないし，本当にみんなで対策を考えなくては

いけないと思うんですけれども，物価だけ考

えても非常に日本は高いわけです。

　去年のll月に経企庁は購買力平価を調査し

た。これは1品の品物が国外で買うと120円

だが，国内で買うと200円につくというんで

すね。80円をどうしたのだというと，ようす

るに流通機構の複雑さとかで食われてしまっ

たわけです。特に規制のあるものは高いとい

う結論が出ています。それから，エンゲル係

数を見ても日本は24だけれども，アメリカは

13ですよね。これは日本の食物が高いんです。

ようするに大国になったとか，円が強くなっ

たと言われながらも，国民はそのメリットを

享受していないわけです。そこでこの原因を

徹底的に分析すると，解決法はやはり規制緩

和だろうと思うんです。

　徹底的に規制緩和して自由な市場にする．

そうすれば例えば，この9刀の4，5両日に

日米構造協議がありましたね。その場でも例

えば，排他的取引の排除とか，談合を止めう

とか，流通をもっと簡素化しろとか，あるい

は土地問題まで農地の宅地並課税みたいなも

のの話まで出てきて，これはまさに内政問題

みたいな話が国際問題になってきています。

が，こういう問題をやはり真面目に取り組ん

でいけばアメリカも文句のっけようがなく，

非常にオープンの市場だという国際的な評価

を得る一方で，国民生活も助かるわけです。

　通産省のやり方というのは何というか，た

だひたすらアメリカの神経を逆なでするだけ

で，反論するだけで，国内を改革しようとい

う実行力に欠けた面が日立ち国民のためには

なっていないというふうに思いますけれども

ね。

【得本】　円高以降，一つは為替レートが変

わったということもあり，日本の経済も一人

当たり国民所得とか，国民総生産というのは

非常に高くなり，名目の賃金もトップ水準に

なった。ところが，個々人の生活というのは

その意味で大きなギャップがあるわけです。

いわゆる高い物価，狭い住居，長い労働時間
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ですね。

　物価の問題についても内外価格差の問題

は，規制緩和をいかに進めるかがポイントに

なると思います。それから特に土地問題，農

地の宅地並課税の問題はもう前から言われな

がら，いろんな政治的なバランスの中で少し

も前進しない。

　もう一つ，私は労働時間短縮の課題を自由

時間の増大というふうにとらえて（・ますが，

日本人はいままであまりにも企業の中での生

活を中心に考え過ぎた。企業的な発想でしか

自分の生活をとらえることができず一市民で

あるとか，地域の住民であるという視点での

人生勉強が足りなかったと思うんですね。

【屋山】　日本の人生というのは，男の人生

なんですよね。H本の社会というのは．私

は，7年間ヨーロッパにいたんですが，家内

が日本に帰ってきて本当におもしろくないと

言うんですね。親父は別におもしろくないわ

けじゃないんですね。結構，他にノkきがいが

あって働いているんですから，ようするに家

族がそれで犠牲になっているわけです。

　そこでヨーロッパの生活がなぜ楽しいかと

いうと，1週間に1～2回はお互いにホーム

パーティーをやったりしながら，社会の問題

とか，身の回りの問題とか，国際問題とかを

みんなで話し合って，それで女性も知的に非

常に刺激されて世界の問題にも関心を持った

んですよ。このホームパーティーは労働時間

が非常に短くて，残業もないからできる。

　パーティーなんかやるという時に残業なん

てやられたんじゃ，これはパーティーが始ま

らないわけですからね。残業がないというの

が前提の世界ですよ。しかも，1，800時間ぐ

らいでしょ。ですから家内は何ていうか非常

に生活をエンジョイしてましたよね。

　日本に帰ってくるといつ帰ってくるかわか

らない旦那に飯の用意をして，ただひたすら

待っている。これは子供がまだいるから気が

一
ll

紛れているんでしょうけれども，子供がいな

くなった時，これはおもしろくもなければ，

おかしくもない人生ですよね。だからやっぱ

りそういうゆとりというのは必要だと思いま

すね。

【得本】　最近の女性は，私の女房も「あな

たの言っている働きがいとか，生きがいは自

分の定年までよ，定年後は私の人生よ」と言

います。

　つまり，家でずっと待っているということ

から，しだいに自分なりに何か趣味を見つけ

たいという動きが出ています。身近な話とし

て私達の組合員の中でも，定年離婚とかがあ

るわけです。退職金を例えば半分いただい

て，こんな無味乾燥な，おもしろ味もない人

とはもう定年後まで一緒にっき合うのはいや

だ。私は私の人生を行くと去っていくわけで

す。

　会社のためだけにずるずる一生懸命にや

り，人間関係も会社を中心に回し，休日出勤

も残業もやり，そうして後で，定年離婚です

よ。ちょっと極論かもしれませんがね。

【屋山】　いや結構そんな話聞きますよ。

【得本】　定年後に会社を離れたらやること

がないという現実。例えば，会社を定年に

なった以降，碁会所だとかへいっても，もう

前からいろんな人間関係をもっている人が

ちゃんといらっしゃって，自分がなかなか

入っていく場がないというのが現実です。

　片方で人生80年時代といわれる。それには

もっと若い現役の時代からトータルな生き方

をどう考えていくか，組合ももっと考えなけ

ればいけないと思いますね。

　最近，いわゆる理工系学生の製造業離れが

言われます。自動車産業とか，製造業には魅

力を感じなくなった。これに対して非常に危

機感をもっています。そこで企業サイドは福

利厚生施設面を充実させて，とにかくデラヅ

クスな寮をつくるとかしてます。もちろんこ



れは決して否定はしませんが，本当にこれだ

けで良いのであろうか。

　いまから大事なことは人を企業の中に閉じ

込めておくのではなくて，一人の自立した人

間として余暇にも，仕事にもエンジョイしな

がら人生をエンジョイすることが必要だと思

います。そういう方向に向けていくことを考

えていかないと，これから本当の意味での真

に豊かな生活はできないと思いますね。

【屋山】　どうですか。今2，200時間働いてい

ますが，これがまあ1，800時間になると，非

常にゆったりした生活になると同時に，深刻

な人手不足になるわけですよね。そうすると

例えば，65歳まで働いてもらうとか，そうい

うような生活にもっていって，生きがいもあ

るし，余裕もあると，そういう生活になりま

せんかね。

【得本】　年金の問題については，将来の高

齢化に備えて消費税導入を言った舌の根も乾

かぬうちから年金法改正問題ですから我々も

反対する立場なんですが，将来を考えればや

はり65歳支給というのは必至だと思うんです

よね。

　我々がここで一番主張したいことは，いま

60歳の定年すら一般化していない中で，60歳

から65歳までどう高齢者の雇用機会をつくる

のか。これは重要な問題だと思いますね。早

くリタイヤして，もっと別な人生をエンジョ

イしたいという人もいるだろうし，いろんな

選択の幅を広げる必要がある。ですから60か

ら65歳までの期間は，体力のある人はフルに

働くこともできる，部分的に働くこともでき

るという雇用の場をどうつくるかということ

が重要です。

　それともう一つは，労働時間の短縮の問題

ですね。やはり今後人手不足が世の中で進ん

でいくことは確実だと思うんですね。高度経

済成長の時代には農村から人が来て，不況に

なると農村に帰るという，バヅファーの機能

がありましたですね。

　先程の規制緩和とも関連しますが，流通関

係もここ数年前までは，我々の中でもっと流

通を簡素化しないといけないと言うと，流通

で抱えている余剰労働力をどうするのかとい

う問題にあたり，そこを心配する声が強いた

めに労働組合の人も流通改革を言いずらかっ

たんですね。

　つまり，今後労働時間を大幅に短縮する，

流通機構を簡素化することによる余剰労働力

の発生を組合の立場からは言いづらい雰囲気

があった。

【屋山】　しかし，一方では人手不足である

から吸収できる余地が出てきますよね。

【得本】　そうですね。やはりそういう視点

で，流通分野をいわゆる過剰労働力であると

見れば良いのではと割り切りつつあるんです。

　しかし，内外価格差の問題でも，規制緩和

の問題にしても，それから農地の宅地並課税

の問題にしても，結局，政治家も理屈は，わ

かっているんだけれども，現実にはいろんな

利害関係があるのでできない。それから日米

の構造協議等についても，もう前川レポート

で基本的なことは全部指摘をしてあるにもか

かわらず，具体的には実施が全然されていな

い。これがアメリカからいま言われているわ

けです。どうも日本というのは外圧を利用し

ないと自己改革できないということになる。

【屋山】　牛肉の自由化だって，ヤイターさ

んのおかげですよね。そうすると日本の消費

者の代弁者は誰かというと，アメリカになっ

てしまうんです。おかしなことになるわけで

すよ。

【得本】　そういう面では本当に，もっと連

合をはじめとした労働組合が，消費者の立場

に立った発言をしていく必要があると思って

います。
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政治改革には，小選挙区制が良い

（司会）　次に，政治改革をどう進めて行く

べきかについてお願いします。

【屋山】　私はね。二つあると思うんです。

一っはやはり腐敗防止です。イギリスが1883

年に腐敗防止法というのを作ってから一気に

選挙が浄化されたというけれども，やはりそ

ういうものがきちんと必要だと思いますね。

冠婚葬祭は，政治家に限ってはダメだと，い

うのをまずやる。その時に秘書がやった，奥

さんがやったといって逃げたんじゃしょうが

ないんで，連座制も含めて実行ある腐敗防止

をきちっとやる。もう買収，なんていうのも

厳しくやるという“かん抜き”がまずあっ

て，その上で私は小選挙区制にすべきだと思

います。

　そのかん抜きをやらないで小選挙区にやっ

たら大金持ちがいて，戸別訪問でもやって金

品ばら撒いてどうにもならないですから，ま

ずかん抜きをきちっとかけて，それで小選挙

区にする。小選挙区になりますと党対党の論

争になるわけだから，自民党はこうやります

よ，社会党はこうやりますよ，それから民社

党はこうやりますよという，党の政策をア

ピールする。そういう選挙になると思うんで

すよね。いまはなにせ自民党はもうサービス

競争でしょ。

【得本】　それで派閥がありますからね。

【屋山】　社会党は社会党で政権を取れる望

みがないもんだから，なんでも反対でしょ。

今度の消費税だってようするに消費税廃止，

断固やめうといって選挙でやっている時には

それだけで，それでは止めたあと何やるのか

と言っても，その後は考えていないわけなん

ですから。

　だからどうしても総選挙でやられている。

この場合，これは第3党以下を切り捨てるよ

うな話になりますから，やはり比例代表制を

加味する。各国のをずっと見てみましたがや

はり西ドイツ型の方がいいのではないかなと

思います。

【得本】　ちょうど去年の自動車総連の大会

の時に，私的な考えということで述べたので

すが，労働組合はまず民間で連合がまとま

り，今年のll月には官公労も含めて統合され

る。労働組合がまとまるということは，一つ

の影響を与える可能性があると言えることで

す。

　ところが，野党は相変わらずの状態だと思

いますし，政権交代が30年余りもないような

異常な状態の中で，議会制民主主義を議論す

るには，一番てっとり早くは二大政党なり，

政権交代ができうる，又は政治がきっこうす

る小選挙区にしたらいいと思ます。そうする

と自民党が一時増えて，中が分裂をすると野

党がまとまらざるを得なくなる。

　いままでは小選挙区については，大きな政

党が有利だと言って野党が反対しましたが，

その背景にはやはり憲法を改悪して，例え

ば，徴兵制とかを復活することだって計画す

る恐れがあったと思うんですね。ところがい

まのこの現状ではそれはあり得ないことです。

【屋山】　そうですね。自民党が仮に3分の

2とったなら，さあ憲法を変えてと突然やる

というようなことをやれる余地はないんじゃ

ないんですか。そんな心配する必要ないと思

うんですよ。

【得本】　しかし，組合の中からは賛同する

意見と，やはり反対する意見もあります。
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【屋山】　反対する意見もありましたか。

【得本】　ありましたやはり。特に，今度の

参議院の結果で。

【屋山】　23勝3敗ですからね社会党は。だ

から，今度の結果を見て小選挙区アレルギー

みたいなものはなくなったんじゃないでしょ

うかね。

【得本】　そう思いますね。

　選挙制度を変えるということは，金のかか

る政治であるとか，派閥の解消などの課題が

解決できます。

　連合も政治改革については10月からの臨時

国会に向けてアピールを出そうと，2回にわ

たって論議しました。9月の末にまとまれば

10月中になんとかしようと，いわゆる屋山さ

んのおっしゃった腐敗防止，政治資金のあり

方の研究を当然ながら労働組合としてもやっ

ています。

　衆議院については議員定数をまず471以下

にし，いわゆる比例代表制もある程度加味す

ると実質的には小選挙区にならざるを得ない

わけですね。そして，国会の中でそれらを

もっと審議すべきだと思います。審議拒否は

しないということを議員の中でいま約束させ

る，などを大いに議論をしたいと思っていま

す。

【屋山】　私は与野党逆転，参議院のね。こ

れで一つの楽しみというか，期待しているこ

とは，自民党はもう審議拒否を散々批判して

きたのだから，この消費税の議論で自民党は

審議拒否はしてはいけない思うんですよ。徹

底的に議論して，国会というのはなるほどそ

ういう論戦をやるところなんだという，一つ

の常識をここで定着させる。

　そうすると今度は衆議院にしても社会党の

方はこれは気に入らないから審議拒否だとい

うことを言うにいわれぬことになるわけです

よね。国会の慣行が良い方に転がっていけば

良いなあと一つ期待しています。

　そうするとあまり変わりませんね。会長と

私の意見はね。

【得本】　小選挙区制度などでも，まさに同

感ですね。

　小選挙区制も，私は昨年あえて比例代表制

度を外した。意識的にこれは抜いてわざと

言った。案の上，これを少数政党をきりすて

たとか，そういうのが出てきました。

【屋山】　ただね。私はこの連合が出来，新

連合となるとやはりその上に乗っている政

党，上部団体，上部構造といいますかね．そ

の上部構造は，勝手に抜け出して自民党と組

むとかは，できなくなってくるんではないか

なと思うんです。

　例えぽ，公明党はあまり労組からお世話に

なっていないという面があるから，そういう

動きはしやすいかも知れないけれども，民社

党はしにくくなりましたよね。そんなことを

したら支持基盤がなくなるかも知れないとい

うので，やはり新連合が出来た。出来る。そ

の上に乗った一つのまとまりとして動いてい

くと思う。だから長く考えるとやはり野党連

合もどんどん進んでいくのではないかとの気

がするんです。

　ただ，その場合にやはり社会党の安保自衛

隊ですね。それからエネルギー，それから韓

国の問題，とりわけその中でも大切なのは安

保・自衛隊ですが，この問題で大転換をしな

いと駄目だと思うんです。それで大転換する

とまさにこれが連合，この野党連合というの
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が出来上がって，保革の『大政党という場面

になるんじゃないでしょうか。

【得本】　連合自体は，安保・白衛隊の問題

などをいまから論議するんですが，国際自由

労連に入るということから，西側の一員であ

るということをはっきり位置付けています。

まずどこのド中営に位置付けるかということ

で，大体おのずと力向が出てくると思うんで

す。

　どうでしょうか，社会党自体が，安保・自

衛隊の問題にっいて大転換ができると思いま

すか。

【屋山】　いまの体制ではできないでしょう

ね。土井さんの体制ではね。もう一代新しく

ならないとね。だから，私も今世紀中あとll

年になりますが，まあこの10年間はそういう

A会党にとっても試練の時でそういう10年と

いうスパンで見ると，政党の再編，野党連合

が出来上がるそういう歴史的な時期なんだな

あというふうに思っているわけです。

【得本】　私が心配していることでやはり社

会党が変わりづらい背景には，議員は皆この

間の選挙を勝ち抜いていかなければならない

から，支持してくれる層の中には，特にエネ

ルギー問題，とりわけ原f力発電所反対とい

う人達がいる。

　エネルギーの問題でもっとつっ込んで変え

させた方が，安保・自衛隊問題に関する転換

も早いのかなという感じもします。

【屋山】　安保・自衛隊の方はね，西側から

どこかへ飛び川して，東酋の真ん中で自分は

オーストリア的な存在になりたいなんて思っ

ている人は誰もいないんです。

　それから，エネルギーの問題も，この前の

アルシェサミヅトの宣言を見ていると，やっ

ぱり石油，化石燃料ですね。原子力を止めう

と言えば化石燃料になるんだけれども，化石

燃料というのは非常に地球環境にまずいとい

う認識が段々段々出てきましたよね。

　そういう意味ではいままでの原発のひたす

ら反対運動ね，じゃこの人達が足りない分を

倹約しろと言っているんですが，そんなこと

はできないんですよね。やはり原子力という

のを見直さざるを得ない時期に戻るなと思い

ます。

【得本】　50年というスパンで見れば次の新

しいエネルギーが何か開発されるでしょう

が，要はつなぎの意味で必要だということな

んですね。化石燃料では地球の温暖化，酸門

雨といった問題がありますし今，環境問題が

クローズアヅプされてきています。

【屋山】　今，環境問題が非常にクローズ

アップされてきまして，日本が音頭をとろう

というのはいい傾向なんですよね。日本とい

うのは国際的にどういう貢献ができるかとい

うと，まさにそういうとこがふさわしいと思

いますね。

【得本】　それこそ技術をベースにしまして

ね。

【屋山】　金はあるしね。

　サラリーマンの生活をよく理解し，政治の場に　　・　　”

・ きちんと仮映してくれる政党なり政治家がもっと多く必要だ

（司会）　では，ここで，労働組合として，　　を政治の場へいかに反映させて行くか，どう

働く者のサラリーマンの代表として，その声　　政治に参画して行くべきかお聞かせ下さい。
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【得本】　自動津総連の場合も，また連合の

場合も支持政党というのは具体的には決めて

いないんです。要は今後の政治はどうあれば

いいのか，ある程度イメージがないことには

なかなか決められない。やはり勤労者という

か，国民の生活を高めていくために，政治の

場で解決をしていく課題はたくさんあります

ね。ですから，まず労働組合は政治は知らな

いということは言えないと思います。そうい

う面で組織内の議員を持ったりしています。

　しかし，労働組合と政党とは目的・活動が

違いますから，政党については我々の声を反

映し支援し，協力するということですね。政

党は政党，労働組合は労働組合，そこはき

ちっと分けておかなければいけない。

　戦後の日本の労働運動の不幸な点は，政党

が労働組合の一ヒにあって，ああせい，こうせ

いと言ったわけです。今度，連合自体も参議

院は一応連合参議院として，これは党にせず

にあえて会派にしたのは，やはり労働組合と

政党とは違う，そして会派という形にしなが

らなんとか4野党間の接着剤の役割を果たせ

ないかと考えている。これもまた連合参議

院，連合がああせい，こうせいとか言うとお

かしなことになりますから，その関係につい

てはいまからもっと議論をして整理をしよう

と思っています。

　いまの政治の実態を見てみるといろんな利

害関係が絡んでいる。言ってみれば自民党の

族議員とか，官僚と業界の利権とかが絡まっ

て，一方の，サラリーマンの方は人り込みに

くくなっている。やはりサラリーマンを代表

する政党が必要であり，野党が再編され自民

党ときっこうし，その過程で自民党もゆれる

可能性だってありますからね。まあこれは応

用形態として，いろんな形が組める。そうい

うことで，二大政党になり政権交代がたまに

はあったりする。

　そういうことによってお互い切磋琢磨する。

つまり国民の要望なり，要求に敏感に応えて

いかないと結局は政権交代するといった形態

が望ましいと思いますね。

【屋山】　私はね，労働組合が政治に出ると

いうこと自体は，あまりいいことではないと

思うんですよ。大体，労働組合が公認候補立

てて連合の様な形というのは，西側の世界に

ないですよね。だからこれが衆議院にまで連

合が出てくるとなると，それでは連合のイデ

オロギーは何だ，外交・防衛についてどうす

るのかとかいうことはきちっとしてなけば，

これは政治に，ようするに国民に訴えかけて

選択させるということにはならない。

　やはり労働組合の本質というのは，組合員

の生活をよくするというのが第一義だろうと

思うんですよね。スト権ストの頃から，私は

労働組合というのはそういう経済要求に限る

べきなんで，政治ストとかはとんでもないと

いう論旨をずっと展開してきました。その延

長線で見ると今度の連合というのはどう解釈

していいのかよくわからないんですよね。

　だから，衆議院選で立つことは，どうも連

合の中は立てるというのと，立てちゃまずい

というのが分かれているみたいなんですが，

やはり衆議院選には立てるべきではないんで

はないでしょうかね。やっぱり労働組合とい

うのは政党を通じて国会に働きかけるので，

直接国会の中に出ていったら政党になってし

まう。

【得本】　確かに，参議院選挙で連合候補を

出す時に，労働組合と政党とのかかわり方と

か政治のあり方について，きちんと論議がさ

れて連合候補を出したわけではなく，1’1然発

生的に地元からも4野党が協力をすれば何と

かなるということで，12の選挙区で候補をた

てて選挙に臨んであの様な結果になった。連

合参議院は走りながら作った様な感じです。

　ですから今度，衆議院については尉llさん

がおっしゃったように，やっぱり基本的な政
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策を考えていきたい。その中で本当に連合と

政治との関係，政党との関係を整理したいと

思います。

　マスコミではまだ連合内で意見の違いがあ

るように言われていますけれども，やはり参

議院と衆議院には違いがあると思います。参

議院はどちらかと言えば良識の府であり，衆

議院の場合は政党が前面に立っていく。そう

いう中で野党自体がどう選挙協力をとり，そ

こへ連合がどう支援，応援できるようになる

か，一応連合の中で整理の仕方は大体できて

います。私は連合という名前をつけるかどう

かもまだ解らないし，一時マスコミで言われ

たように多数出ることはないと思います。

【屋山】　そうじゃないとね。政党政治とい

うのが必要だという意味と矛盾するんですよ

ね。それから労働組合の枠を外れてしまいま

すよね。それから労働組合が何かのイデオロ

ギーをもうもたなければ政党にならないんで

すから，きちんと安保条約はどうするんです

かなどと，いわゆる政党的主張を労働組合が

やりだすということが必要になってきます。

それがなんにもないというんだったら，それ

じゃ投票した人は政策でこの人はどっちに向

くかわからないというふうになりましてね，

その辺で私はどうも，連合が衆議院に出てく

るというのはおかしいと思うんです。

【得本】　しかし，安保・自衛隊とか，外交

問題，又はエネルギーの問題，これらについ

て政党とは別に，労働組合は労働組合として

の考え方を持つということまで否定されるわ

けじゃないですよね。

【屋山】　ようするに衆議院選挙に出てくる

なら，それをきちっとはっきりさせるべきだ

ということです。はっきりさせないで何とい

いますかね，隙間を埋めるみたいにして出て

くるというんだったら，国会でこの人達はど

ういうふうに動くのか見当がつかないんです

よね。

【得本】　それはもうおっしゃるとおりです

ね。そういう意味では自動車総連の中でまだ

まだ不足していることは，トヨタ労連だと

か，日産労連から衆議院議員を出して民社党

へ所属さしていますけれど，推薦をし，組織

内議員だとか言っていますが，民社党のいろ

んな基本政策を，自動車総連の中で論議をし

てOKしたというわけでもないんですよね。

　そういう意味でやはりもう少し自動車総連

としても，基本的な政策においてどうあるべ

きかを論議していきたいと思っています。そ

して，これと一番近い政党は何か。そういう

ことからやはり支持する政党は何かというこ

とを，明確にしていかねばならないと思って

います。

【屋山】　公明党は宗教政党で政策的に何を

考えているのかよくわからないというんで，

初めは3人だけだった。ところが衆議院で9

人，そうすると宗教政党が衆議院に出てき

て，イデオロギーがはっきりしないというこ

とで，それで政教分離というのが非常に厳し

く言われるようになった。それと同じように

労働組合が政党分野に，政党が働く分野に出

てくるというのは，何か問題があると思うん

です。

【得本】　又，変に支配従属とか，人事にい

ろんな口を挟んだりするとおかしなことに

なって，自主性とか自立性をゆがめないよう

に配慮をしなくてはいけない。

【屋山】　私はね。連合というのはやはり一

つの大きなナショナルセンターとして鎮座ま

しまして，それでこの方向は支持するとか，

支持しないとか，そういう存在であるべきだ

というふうに思うんです。

【得本】　今，4野党を一つにまとめていく

という行き方が流れでありますので，これも

支持をしますけれども，二大政党といえば政

党でどうするかということになるんですけれ

ども，二大政党にもっていくプロセスで，そ
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れが同じ民社なら民社で，同じ社会党であっ

ても，やはり我々サラリーマンの生活をよく

理解して，きちんとやってくれる人という選

別も途中の過程ではやっても良いのではない

かと思います。

　もうすぐに社会党＝全部推薦し全部やる。

もっとそういう意味では，推薦したり，支援

したりする団体というよりも，人を選択して

もいいんじゃなかろうかというふうに思いま

す。

規制緩和をもっともっと　大胆にすすめる必要かある

（司会）　では，最後に，今，屋山先生も得

本会長も行革審のメンバーを勤めてみえると

いうことですが，あまり詳しいことがよくわ

からないものですから，行革審というのはど

ういうような審議会で，どういうような内容

でやられているのかということ聞かせていた

だきたいと思うんですが。

【屋山】　基本的には。例えば，アメリカの

政府というのを考えてみると，アメリカは政

府の前に民間がまずあって，民間がやりたい

ようにやった。しかしこれはやり過ぎたから

政府でこれを規制しなくちゃいかんと，こう

いう考え方なんです。ところが日本の場合

は，まず中央政府があってその政府主導で資

本主義を進めたわけですけれども，まず政府

があって民間にこれやってよしと，あれやっ

てよしという形でして，政府の成立ちが違う

わけです。

　それでこういう国際化の時代になると政府

が介入している分野というのはものすごく多

くあるわけですよね。ですから，私はその市

場開放というからには，やはりアメリカ並み

にオープンの市場にすべきだと思いますね。

アメリカは自分の方はオープンだったから日

本から入ってくる。日本は非常に規制がある

から入って行けないと言っています。日本の

方はいや働きが悪いからだとか，技術が劣る

からだからとかいろんなことをいうけれど

も，市場がオープンでない，アメリ力並みに

オープンではないということは紛れもないこ

となんですよ。

　だから，市場をオープンにするということ

は，国際摩擦もなくなるし，さっき言ったよ

うに国民生活にも非常にプラスになるんだと

いう観点から，いったいなぜ余計な規制があ

るかということになるわけです。

　いま行革審でやっているのは規制を，よう

するに少なくとも国際的に見てないような規

制はもう止めろ。あるような規制は，せめて

同じレベルにしろというのを基本でやってい

るんです。行政改革とか，規制緩和とかいう

のはただ制度をなくせばいいかというと，制

度がなくなると例えば，何か事故が起こった

時にそれは政府の責任だというふうに野党の

方は追及する。だから，政府の方は滅多やた

らに規制を強めてやると，それが障壁になっ

てしまっている。だから安全の問題というの

は，これは非常にむっかしいんですけれど

も，それ以外の問題といケのはもうおよそあ

らかた外していいんではないかというふうに

思うんです。

　それで実際にやらしてみれば，例えば，国

鉄でも，分割民営をやると言った時，第二部

会で16人いましたけれども，分割民営に賛成

する人は4人しかいなかった。とにかく官僚

のOBなどを黙らせ，黙らせとにかく強引に

もっていったわけですよね。これは加藤寛先

生のお力が本当に大きかったと思うんだけれ
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ども，でやってみたらとにかく日ざましいこ

とで，ようするに僕らも実はあんなに良くな

るというふうには考えていなかったんですよ

ね。言い出した時はただもう現状はどうにも

ならないから，これはいまよりは少しはまし

になるだろうと思ったけれども。あんなに良

くなるとは思わなかった。つまり，システム

を少し変えるというのは，それで後は手取

り，足取り教えたわけじゃない。システムを

少し変えただけで，後，彼らは自分で歩いて

いったわけですよね。だから，そういうこと

が世の中には多くあるんだと思うんですよ。

　だから，いま行革審でやっている規制緩和

は，何か話が小さくなりましたけれども，本

当ならもう，例えば，イ1’宅公団とか，道路公

団とか，あんなものもみんな民間にしてやれ

ばもっとすばらしい効率になるんじゃないか

と思うんですけどね。いかがですかね。

【得本】　屋山さんがおっしゃったように，

ようするに日本の社会や経済発農の過程で政

府主導が多かったんですが，国民自体もすぐ

にお上みとか言う。また官民と言って官が上

にあるというのは，私はいつもしゃくでしょ

うがないんですけどね。そういう意識も変え

ていかないといかんですよね。

　それには，行政改革を常に進めていくとい

う仕組みを，何かいまのこの機構の中にビル

トインするというようなことをしていかねば

なりません。

（司会）　どうもありがとうございました。
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インドネシアの生活

開発と民衆一

金城学院大学教授

　山　本　郁　郎

1．複合民族社会インドネシア

　「インドネシアでは英語を話すのですか」

という質問を時折受けることがある。この国

の国語はインドネシア語である。今日この国

のほとんどどこへ行ってもイソドネシア語で

用をたすことができる。インドネシアは典型

的な多民族国家である。言語，社会構造，生

活様式を異にする民族集団の数は，人類学者

によって200とも350ともいわれる。アメリカ

合衆国とほぼ同じ広さの海域に点在する1万

数千の島々に住む，これほど多数の民族がイ

ンドネシア語で意志を伝えあうことができる

ということは，驚くべきことといわねばなら

ない。

　民族集団のあいだの違いは今なお大きい。

ジャカルタですら家族，同郷の友人のあいだ

では，それぞれの民族の言葉を使う人は多い。

わたしがしばらく滞在したスンダ族（西ジャ

ワに居住する有力な民族集団のひとつ）のカンポ

ン（もともと自然村を指す言葉。転じて都市の住宅

密集地のこと）では，人々は隣接する北スマト

ラの民族集団バタックのカンポンをことさら

に避ける風であった。彼らによれば，バタッ

クは粗野だという。取るに足りないといえば

それまでだが，生活感覚にまで染みついた民

族集団間の差別意識には根強いものがある。

　かくも根深い差別意識の上に国民統合を進

めることは容易ないことではない。この国の

統合の理念は「インドネシア民族主義」であ

る。インドネシア民族が存在するわけではな

いから，これは実体を伴わない抽象的理念で

ある。しかし，この理念は個々の民族集団の

個別利害を超越する普遍的理念であり，それ

ゆえに統合の大枠を形作ることができた。多

数派民族集団，ジャワ族による少数民族集団

の同化はたくみに避けられた。インドネシア

語はジャワ語とは別の言葉である。また，イ

ンドネシアは人口のほぼ90％がイスラム教徒

であり，世界最大のイスラム教徒を擁する国

である。だが，イスラムは国教ではない。例

えば，宗教にかかわる国民の祝日は主要宗教

それぞれに定められている。この国の国是，

「多様性の中の統一」はたんなるお題目では

ない。

　独立後のこの国の政治的課題は，「インド

ネシア民族主義」の理念に具体的な内実を与

え，国民統合を支えるしっかりとした社会的

基盤を築くことであった。スカルノは非同盟

諸国の盟主という国際的な威信に訴えた。そ

して，スハルトは「開発」による福祉水準の

向上に国民統合の基盤を求めて，すでに20年

にわたり政権を担当してきた。

　のっけから難しい議論に入りこんでしまっ
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たようだ。この小論でわたしは，この国の

人々の暮らしぶりの一端を紹介してみよう。

そして，開発政策が人々の暮らしの中にどの

ような影を投げかけているのか，考えてみる

ことにしたい。だが，わたしがインドネシア

に滞在したのはわずか1年のことに過ぎない。

しかも，あれからすでに3年が過ぎようとし

ている。加えて，わたしはその1年のあいだ

ほとんどジャカルタに逼塞していた。この多

様性の国にはジャカルタにいては分からない

ことが少なくない。それでも，ジャカルタは

「開発政策」を背景に，さまざまな人々の夢

と挫折が織りなすスペクタルの舞台である。

メ
蔑

馨
舳

挙

急速に近代化の奨ジャカルタの顔，タムリン通

りの朝のラッシュ風景（ガルーダ・インドネシア
航空提供）。

わたしはインドネシアの友人の家に下宿する

ことで，その一端を身近に見る機会を与えら

れた。以下，そのおりの体験を書き綴ってみ

ようと思う。

2．「五本足の人」

　ジャカルタの朝は早い。5時前には折りの

朗唱がモスクから流れてくる。広壮な邸宅の

立ち並ぶメンテン地区の南外れのこじんまり

とした住宅街でも，つかの間の朝の冷気を楽

しむように，人々は鉢植の花に水をやった

り，体操やジョギングをしたりしている。こ

の朝明けのひんやりとした空気をついて，

「ロティ，ロティ」と自転車に乗ったパン屋

の呼び声が小路を抜けていく。こうした行商

人が入れかわり立ちかわり一日中この小路を

行き来する。毎口同じ人がほぼ同じ時間に流

していく。どうやらそれぞれに縄張りと一日

の行程が決まっているようだ。こうした行商

人のことを「オラン・カキ・リマ（五本足の

人）」という。三輪車の屋台を人が押す姿か

らつけられた名前らしい。

　思いつくままにカキ・リマづくしをしてみ

よう。鶏肉入りのおかゆブブール・アヤム，

摘み入れいりラーメン（ミー・バソ），何種

類もの果物を酢とからし入りのピーナツ・

ソースであえた不思議な味のルジャック，

ピーナツ・ソースをかけた茄で野菜のサラダ

（ガド・ガド），もっともポピュラーなおや

つバナナと豆腐のてんぷら，えびやシンコン

（キャサバのインドネシア名。良質なデンプンを含

むいもの一種）あるいは木の実で作られたクル

ポックと呼ばれるせんべい，その他，芳醇な

香りの季節の果物，伝統的な薬用飲料ジャ

ムー，生活に欠かせぬ灯油…，そして，ジャ

カルタの夜は鶏肉または羊肉の串焼き（サ

テー）屋のどこか悲しげな裏声とともに更け

ていく。一日の仕事からようやく開放された

お手伝いさんたちや，町ごとに雇われている

自警団の人達が屋台を囲んでしゃべりこんで

いる姿が，アセチレンガスの白っぽい明かり

に浮かんでいる。「五本足の人」はまさに

ジャカルタの風物詩である。
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　こうした行商人はバジャイ（小型オートー三輪

の庶民用タクシー）やベチャ（自転車を改造して前

部に客席をつけた乗物）の運転手，さらに零細

工場の従事員やお手伝いさんなどとともにい

わゆるインフォーマル・セクターの主要な部

分を構成している。彼らの多くは農村地帯か

ら稼得機会を求めてジャカルタに出てくる。

出身民族はジャカルタに近いスンダやジャワ

の他，スマトラのミナンカバウやバタヅク，

さらには中国系住民などさまざまである。ス

ソダやジャワ出身者の中には農閑期だけジャ

カルタに出て来るものも少なくない。彼らの

頼りは親族や同郷の友人，時には同郷会のよ

うな組織である。住宅はもちろん行商に必要

な元手の調達や技能の習得をも，しばしばこ

うした人や組織に依存する。バジャイのよう

に一日いくらの貸借料を支払って借りるケー

スも少なくない。貸主の多くは中国系の資本

轟

　住宅街を流して歩くブブール・アヤム売り。イ

ンフォーマル・セクターの雇用吸収力には大きな

期待が寄せられているのだが。

家である。

　彼らの収入がどのくらいかはよく分からな

い。10人程に聞いただけでも，一日平均の収

入で6百ルピアから5千ルピア（86年当時6R

p≒1円）まで開きは大きい。ジャカルタ地区

の最低賃金の水準から日系企業の班長クラス

であろうか。とくに家族もちの場合には，多

くがジャカルタでの暮らしをきりつめ，稼ぎ

の過半を故郷で待つ家族に送るのだという。

送金はたんに家族にとってだけでなく，故郷

の村の経済にとっても今や不可欠なものと

なっているといわれている。

3．インフォーマル・セクターは邪魔物か

　ジャカルタ市の人口は1983年の推定で750

万人，61年には290万人であったからその膨

張ぶりには目を見張るものがある。片道4車

線の幹線道路には自動車がひきもきらず，そ

の両側には高層ビルがその威容を競い合って

いる。

　ジャカルタの近代化はしかし，カキ・リマ

やベチャ引きにとっては受難のはじまり以外

の何物でもなかったようだ。整備された広い

道路は彼らの営業空間を分断した。ベチャ引

きは近代都市ジャカルタの恥として市の中心

部から追い出された。市内各所に設けられた

市場（パッサール）は次第にビルディングに

改築され，慣習的な営業権を認められてきた

零細商店や行商人たちは，高額なテナント料

を払えるはずもなく，締め出されることに

なった。だが，こうした近代化政策にもかか

わらず，ドッコイ，彼らはしたたかに生きて

いる。客待ちするベチャの列は市内各所に相

変わらず見られるし，どこのパッサールでも

屋台が並び，そこには客のたむろする姿があ

る。

　ついに最近もジャカルタ市当局がベチャの

取り締まりを強化したというニュースが伝え

られたが，今度も当局の思惑どおりにいくと
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は思われない。そう考えられる根拠がある。

わたしが滞在していた85／86年は82年以来の

長期の不況局面の底にあたっていた。それで

なくとも深刻な雇用情勢は憂慮すべき事態と

なることが確実視された。こうした状況を踏

まえて時の労働大臣スドモ氏は，今後5年門

に増加が予想される930万人の雇用の半分は

インフォーマル・セクターにおいて吸収され

るであろうと，期待を込めた数字を発表した。

これまでなにかにつけて開発政策の邪魔物扱

いされてきたインフォーマル・セクターが，

その大きな雇用吸収力のゆえに公式にその意

義を認められたのはこれが初めてではなかっ

ただろうか。ジャカルタ市当局者もカキ・リ

マの雇用吸収力に注目して，従来の近代化路

線の見直しを表明した。このようにちょうど

わたしが滞在していたとき，インフォーマル

・ セクターにたいしてさながら救世主である

かのごとき熱い視線が向けられていたのであ

る。

　だが，インフォーマル・セクターがそのよ

うな期待に応えるものであるためには，「貧

困のわかちあい」と呼ばれる「麗しい」慣行

の存続が前提となろう。ある日わたしはタク

シーに乗った。ところが，そのタクシーは途

中で大通りから外れ，貧しいカンボンに入っ

て行くではないか。思わず鞄を引き寄せる。

しかし，運転手は一軒の家のまえに車を止め

ると，すまなそうに「ちょっと待ってくれ」

といって，その家に入って行った。しぼらく

すると違う男が出てきて運転席に乗り込んだ。

登録証の男ではない。聞けば田舎から出てき

て，同郷の友人である前の男の家にやっかに

なっている。さしあたり仕事もないので，友

人の好意で半日はハンドルを握っているのだ

という。これが「貧困のわかちあい」である。

こうした慣行は広く認められている。だが，

当の友人のほうは半日分の稼得機会を放棄す

ることになる。近代化政策が展開されるにつ

れて，インフォーマル・セクターの稼得機会

は減ることはあっても増えることはあるまい。

とすれば，ここでの雇用の増加は「貧困のわ

かちあい」という伝統的な慣行が存続するか

否かにかかっているといえよう。

4．澱みの中の地方都市

　ジャカルタと地方都市を結ぶ大動脈はバス

である。長距離バスのターミナルは三箇所あ

り，東地区のプロガドゥンから中祁ジャワの

州都スマランをはじめジャワ海沿いの諸都市

に，西地区のグロゴルからはスマトラに，そ

して，東南部にあるチリリタンからボゴール

を通ってバンドンをはじめプリアンガンの主

要な都市に向かうバスが出ている。どこのバ

ス・ターミナルも恐ろしいほどの喧燥の巷だ。

いまついた人，これから出発する人，大きな

荷物を二つ，三つと手にしている人が目立つ。

目的地を大声に連呼して客寄ぜするバスの助

手連。たばこ，飲物，パン，果物，新聞，ち

り紙などを商う売り子，それに霧しい数の物

乞いの人々。この喧嘆の中でひしめきあうバ

スの群れの中から，目的のバスを見つけるの

は神経が疲れる。しかし，ところこそ違え，

ここは石川啄木の上野駅なのだ。

　わたしはガルット県ワナラジャ群に住む友

人を訪ねるために，二度ほどチリリタンから

長距離バスを利用した。ガルットはバンドン

から南東にいくつか峠をこえて2時間ほどバ

スでいったところにある県庁所在地である。

そのガルットまでジャカルタから直通便が日

に何本もでている。ジャカルタ／ガルット間

はバスで7時間ちかくかかる。料金は1800ル

ピアである。狭いシートに7時間座り続ける

のは苦痛だが，この料金ならば誰でも気楽に

ジャカルタに向かうことができよう。このよ

うに，ジャカルタから地方都市に触手のよう

にのびたバス路線は，地方の人々のジャカル

タへのアクセスをきわめて容易にしている。
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ジャカルタに向かうバスの中は親類をたずね

る人，職探しの若者，学生，出稼ぎなどさま

ざまの人々でいつも満員だ。首都と地方都市

のあいだは思いの外に近い。ジャカルタの情

報も速やかに伝わくる。それがデモンスト

レーション効果によって，地方の人々の「窮

乏感」煽ることにもなる。

　ガルットは周囲を2千メートル級の火山に

囲まれた風光明媚な高原地帯である。気候は

日本の9月中旬といった感じで，日中の日差

しこそ強いが，日が沈むとTシャツだけでは

いられないほど冷え込む。温泉も涌きだして

おり，大都市からの湯治客も見かける。だ

が，こうした自然環境は稲作には向かないら

しく，ガルヅトはプリアンガン地方で水田耕

作面積がもっとも少ない，畑作中心の農業地

帯である。わたしの友人の家のあるワナラ

ジャは，ガルットの町からさらに東に20キロ

ほど入ったタラガ山のふもとにある。この辺

りまで入ると緩く傾斜した火山灰地にシンコ

ン，とうもろこし，たばこ，大都市に出荷さ

れるキャベツの畑が広がっている。

　大戦中ガルットには日本軍が駐屯してお

り，砲弾の材料にする硫黄精製工場もあった。

お年寄りから好意をこめてビンタ，バカヤ

ローという言葉を聞かされると，尻のおきど

ころに困ってしまう。しかし，この地方の経

済的な低迷ぶりはかなりひどいようだ。比較

的大きな織布工場も閉鎖されたままだ。新し

い工場の開設も絶えて久しくない。就職難は

深刻で，村には失業者が温iれている。短い滞

在のあいだにも友人の学校友達が何人も就職

の依頼や情報の収集にわたしたちを訪ねてき

た。多くは地元の高卒で，20代前半の若者で

ある。彼らの話をまとめてみると，1）ガ

ルットのような地方都市には開発資金の分配

が乏しく，雇用機会はきわめて限られている。

2）彼らの求職活動はいきおいバンドンや

ジャカルタといった大都市に集中する。3）

ヤ要な求職経路は縁故である。しかし，よほ

ど強い縁故でない限り，厳しい競争は避けら

れない。地方都市出身者はこの点ではじめか

ら非常に大きなハンディを背負いこまねばな

らない。4）彼らが望む就職先では，地方の

高卒は仕事待ちの順番を飛び越すことのでき

るような資格ではありえない。5）結局，よ

い仕事にあずかる確実な手段はカネというこ

とにならざるをえない。同じ村に住む精桿な

顔つきの退役軍人も，息子をある銀行の支店

に押し込むために100万ルピアもの金を使わ

なければならなかったとぼやいていた。その

たびにこの村の土地は外部の者にわたって行

くことになる。村人にとってジャカルタの繁

華ははるか遠くのことである。「これだけ失

業者が小さな村に滞留すると，村の空気も澱

んで息苦しくなるよ。むかしは貧しいなりに

もっと活気に富んでいたんだがなあ」，そう

いって友人はシンコン畑のむこうにそびえて

いるタラガ山を目を細めてみつめた。

5．「学歴病」

　「よい仕事」を近代部門における就業機会

とみなせば，その数はきわめて限られている。

その限られた機会を手に入れるためには，高

卒程度の学歴はいまや必要条件である。しか

し，20歳代の男子ですら高卒の割合はインド

ネシア全体でみて14．7％，短大卒以上はわず

かに1．04％である。ジャカルタだけをとって

も，それぞれ34．3％，3．0％である〔1980年セ

ンサス〕。この数字をみれば，子弟を高校にや

ることでさえ多くの家庭にとっては大変な負

担であることが容易に理解できよう。ガルヅ

トの失業者たちはその意味では比較的恵まれ

た人々である。彼らは親のスネをかじりなが

ら、ひたすら「よい仕事」の口がかかるのを

待ち続ける。いっそ学歴が低ければ在来部門

に職を求めるであろう。しかし，高卒の彼ら

にとってその決断は容易ではない。経済学的
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にいえば，在来部門での就業は教育投資を回

収するにはト分でないと考えられる。なによ

りも高卒のプライドが許されない。こうして

彼らは「待機」することを選ぶのである。ど

のくらいの期間待つことができるのかは，家

庭の経済力と縁故の善し悪しによって決まる

であろう。長期的にみれば，家庭の階層的な

格差が学歴資格を介して再生産されるという

側面が見逃せない。

　大卒が希少であることから，地元大企業は

もちろん日系企業ですら処遇における学歴問

格差はきわめて大きい。優秀な大卒者を採用

・ 定着させるために，就職したての彼らに係

長・課長補佐クラスのポストが川意される。

このため大卒と高卒の収入格差は4倍ないし

5倍にも及ぶ。同じ企業に勤める高卒者がそ

の地位につくためには，十分に長い勤続年数

と激しい競争を勝ち抜かねばならない。ここ

では学歴はむしろ身分的といってよいような

違いを生み出す。こうした隔絶した学歴間格

差の結果，人卒者は油にまみれることを厭

い，現場の実情に身をもって接しようとはし

ない。他方，高卒あるいは中卒の現場労働者

にとってはしばしば技術的・管理的な仕事に

携わる機会が限られ，オペレーターの職務以

外には技能を拡大する機会がほとんどないと

いうことになる。現場と管理のあいだに

フィードバックがなければ効率的な生産活動

はのぞめない。学歴別の階層化はチームとし

ての技能の蓄積を阻む主要な要因である。イ

ンドネシアの労働者は不良品が出ても知らん

顔だとか，あるいは組織に対する帰属意識が

乏しいとはよくいわれることだが，それを民

族性や文化の問題というよりは，広く発展途

上国にみられる「学歴病」の症状というべき

ではないか。

6．熟練とランタウ

では，高い学歴を身につける経済的余裕の

一
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ない圧倒的多数の人々は，開発成果の配分に

どのようにして預かることができるのだろう

か。彼らに残されたほとんど唯一の手段は，

「経験」を通して熟練を習得することである。

熟練というのは教育によって修得できるもの

ではない。知識は欠かせないが，あわせて対

象に対する分析・判断・加工の能力が，腕や

足の動きとして体化されてはじめて熟練と呼

ぶことができるであろう。その育成は経験抜

きには考えられない。熟練の形成に不利な事

情はこの国には多い。工業労働の蓄積が乏し

く熟練の社会的な評価はいまだに確立されて

いないように思われる。加えて，学歴社会の

波は，［場で油にまみれて働くことにたいす

るあからさまな嫌悪感を醸成しているように

見える。

　だが，経験に関していえば，この国には固

有の伝統がある。ランタウの習慣である。ラ

ンタウといえばミナンカバウ族の出稼ぎの習

慣が有名であるが，元来は知識や名声を求め

て村を後にし，遍歴をしながら経験を積むこ

とを意味する。わたしの乏しい観察では、こ

の習慣は必ずしもミナンカバウに限られない

ように思う。ガルットの友人の祖父は80歳に

手が届こうかという年だが，若いときにほと

んど着の身着のままで村を出奔し，各地のプ

サントレン（イスラム学校，今日でも小・中学生は

学校が終った後，ここでイスラムの教えとアラビア

語を学ぶ）に滞在しながらイスラムとアラビ

ア語を学び，さまざまな経験を積んでいっ

たという。それは求道の旅に他ならなかっ

た。これがランタウである。彼が長二く村長

を務めることになったのも，そうした経験

の蓄積があったればこそであろう。ランタ

ウの習慣は商人についてよく語られるが，

工業労働者のあいだにも生きているのでは

ないだろうか。

　ジャカルタ市の外れには旋盤一台，溶接

機一台で単発の賃加工を請け負う自営業者



が軒を並べている地域がある。彼らのほと

んどが，若いときからこうした作業場や，

これに毛が生えた程度の小・零細工場，時

にはボロンガンと呼ばれる下請け作業集団

に入って大工場を点々としながら，仕事の

経験を積んできた人々である。見かけこそ

いかにも粗末ではあるが，こうした自営業

者はわが国のかつての中小企業経営者の形

成メカニズムときわめて似かよっている。

工場の職長クラスの人のあいだにも，あち

こち工場を渡り歩きながら経験を積んで自

らの技能を育成してきた人が少なくない。

やはり地元企業に多いが，日系企業でも低

い学歴でありながら，職長・係長といった

地位についている人のなかには，こうした

経歴の人が見られる。

　こうした労働者のモットーは「なにより

もまず経験！」。経験が一企業内で蓄積さ

れるか，あるいは，いくつもの企業を渡り

歩かねばならないのかは，経済発展の問題

である。日系企業やあるいは政府系大企業

などごく一部の企業では，企業内に多様な

仕事があって，相対的に幅広い職務経験を

積むことができるが，その他の大多数の企

業では，一企業内で経験できる仕事はごく

限られたものでしかない。だから，工場を

渡り歩きながら経験を積むことが一般的で

あろう。否，こんにち大企業においてす

ら，学歴別に厳しく階層化された内部労働

市場は，このような仕方の熟練形成になお

ある種の合理性を残しているように思われ

る。こうした遍歴の後に比較的大規模な工

場にポストを得るか，あるいは，元手をた

めるか借りて一人企業を起こすかは，まっ

たく偶然の事情によるであろう。ランタウ

は特権に縁のない，しかし，意欲と能力の

ある若者に残されたほとんど唯一の社会的

上昇のルートであるように思われる。た

だ，それが報われるところはあまりにもわ

ずかであるといわざるをえない。

7．開発政策の歪み

　近代化とは何だろうか。難しい議論はさて

おいて，それはまず経済的な稼得機会の拡大

である。それは人々に所得向Eの可能性を約

束する。ジャカルタの繁華街に次々と建設さ

れているショヅピング・プラザの店頭には，

オーディオ・セットやビデオ・デッキが並べ

られ，家族連れや若者達の日を引いている。

その光景は昭和30年でも40年の日本でもな

い，まったく同時代のものだ。開発政策が

徐々に新たな階層を生み出しつつあることは

間違いない。だが，近代化は同時にその経済

的機会へのアクセスが原理的にだれにでも開

かれていることである。

　ジャカルタ南郊に開発された中産階級向け振興

住宅街。こうした住宅建設はあちこちで進められ

ている。だが，70平方メートル22百万Rpの価格
は庶民にとっては高嶺の花だ。

　開発政策はこの意味の近代化を通して，国

民統合に具体的な内実を与えることをめざし

ていた。だが，その目標は必ずしも実現され

てきたとはいえない。

　インドネシアでは開発資金の大部分は石油

収入と外国資本・援助からなる。その配分は

いずれも政府機関を通じて行われる。議会や

世論が政府のコントロールの下でほとんど機

能しないこの国では，配分は実質的にそれぞ

れの政府機関によって左右されることになろ
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う。開発が生み出す経済機会の配分に預かる

ためには，配分を左右する権限を有する人と

のコネクションに依存する傾向が生まれやす

い。こうした傾向は人々の経済行動に歪みを

与えずにはいないだろう。その影響は実に広

い範囲に及んでいる。これはつぎの二つの点

でこの国の行方に暗い影を投げかけている。

第一に，いうまでもなく開発資源の適切な配

分が妨げられることである。開発資金のうち

関係者の報酬として消えていく分だけ，実際

にプロジェクトに回る分が削られる。政治的

力関係が資源配分を左右するところが大きい

ため，開発をほんとうに必要としているとこ

ろ，例えば地方に資金がわずかしか回らない。

さらに，優れた人材が開発資金の潤沢なとこ

ろに集中する傾向も生ずる。ある意味でより

深刻な影響は，開発政策が「インドネシア民

族主義」の理念とのあいだに緊張を生み出す

ことである。問題は成果の配分が結果として

不平等をひきおこしているという点だけにあ

るのではない。成果配分へのアクセスが一部

の人々には広く開かれているが，大多数の民

衆にとっては厳しく閉ざされていることであ

る。高い学歴を修得することは成果へのアク

セスを可能にする。だが，その道すら多くの

民衆にとっては閉ざされたままである。人は

その意欲と能力に応じて社会に貢献できる機

会が与えられ，その貢献にふさわしい報酬と

尊敬をうるとき，その民族や宗教の違いをこ

えてその社会に同一化するであろう。そのた

めの社会的な仕組みを作り上げていく過程こ

そ「インドネシア民族主義」の理念が一歩ず

つ具体化されていく過程である。その点で開

発政策がやり残した課題は大きい。

　今年に入って，インドネシアでは住民と軍

・ 警察の衝突や，ダム建設にともなう立ち退

きを拒否した農民・学生の運動がおこった。

また，ジャカルタやバンドンでは禁止されて

いる学生のデモ・集会が公然と行われ，ジョ

クジャカルタのガジャ・マダ大学では中国民

主化を支援する集会が開かれた。代表的週刊

誌rテンポ』の最近号は，政治的活動を理由

にバンドン工科大学の学生4名が退学処分を

受け，これに反発した学生数名がハンガー・

ストライキを行っていると伝えている。こう

した動きの背後に潜む民衆の欝積した不満

は，どこか中国のそれと重なり合うものであ

るように思われる。

　　　　　　　　【㈲中部産政研　研究員】
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高齢化社会と国民負担率

一 年金と医療一
　　今年4殉まら導入された消費税の見直し存続か廃止かをめぐって国会がゆれている。消費

　税導入当初「高齢化社会に備えるべき税体系の消費税導入であるのに何故年金保険料の引上

転げ，65歳支給なのか」という疑問を持った人も多い。

　　今回な，今後ますます大きな問題となってくる，年金と医療について取り上げてみた。

1 高齢化社会が急速にやってくる

　高齢化社会とは，…数値的にみると全人口に占める65歳以上の占める割合が，老齢人口比率

であり，日本の場合，昭和60年に10．3％となり，今後急速にこの比率が高まる。
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どんな負担構造となるのか 国民負担率から

　国民負担率とは，国民所得に対する■■■■■（国税および地方税）と

険料）のそれぞれの比率を合計したもので国民の負担の重さを表わす指標である。

　その国民負担率が，高齢化社会の進展に伴って上昇する。

（社会保

国民所得に対する租税負担率と

　　　　　　　　　社会保障負担率の国際比較

）
0

％
5

40

03
負
担

20

10

老齢人口

比　　率

日本　 アメリカイギリス　西ドイツ　7ランススウェーデン

　％10．9　　　11．7　　　15．1　　　14．5　　　12．4　　　　16，9

〔注）　1．負担率については、日本は昭和63年度予算、諸外国は昭和60年度実績である。

　　　［：コ内は、社会保陳負担睾と租税負旭率の合計（国民負担率〕である。

　　2．老齢人ロ比寧は65歳以上人ロの総人ロに対する割合で、H本は昭和62年推計、諸外国
　　　は国連推計による昭和60年の値である。

兆円

40　総計

　38．6allli］35
　　（100．0）

　15．1兆円
　　（39．0｝

昭和40414243444546474849505152535455565758596061年度

　　　（注）医　療＝医療，保健，老人保健など

　　　　　年　金＝厚生年金，国民年金，恩給など
　　　　　その他＝生活扶助，児童手当，失業給付など

】8．9リヒト1ヨ

〔48．9）

4．6兆円

（12．ω

一平成元年度予算における

　　　　　　　社会保障関係費一

　1

地方交付税
交　付　金

133，688 22．1

国　債費 116，648 19．3

他 13，000 2．2

合　　計 604，141鯛 100％

一般歳出に占める主な経費の構成比

文
教
お
よ
び

科
学
振
興
費

　　　（11．5
14．5％
　　　　％）

関係費
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皿　年金制度

現状のしくみ一

　わが国の年金体系は右図で1

あるがこのうち，活力ある高

齢化社会を形成していくに

は，公的年金の安定的な機能

と企業年金，個人年金の充実

が望まれる。

ue　　　　’　・t・’nv’　”‘T”W・w・、．nm“11t－e－　1r・一一一一nypmR－PPtpmsu

　　わが国の年金体系

厚生年金基金

適格年金

公的年金の現状…S61年改正以降2階建ての制度となっている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生年金基金等のある場合 3階建て）

　　　　　」－　　w凡「　　一
F－一マ邪　　　　　一▼　　　　　　一炉

　自営業者等
¶r－　　　　一署1－　　　　　　一　＿　　　　　－r▼

　　　，
ザラリーマンの妻

　　　一一一
サラリーマン

一

　一　　　　　　「

公務員等

1，895万人 1，129 2，699

　
　
　
寺
5
8
8

企業年金部分） 職域年金部分1

加　入　人　員

　　■■
　　【膿1，1崖1．Il
概1　　　　・響｝自闘階

要　　　　騨　　，4

　　■脂ili‘保　　険　　料

　　（かけ金）

厚生年金保険 共済組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1国民年金（老齢基礎年金）

月額8，000円 ＊1

12．4％（労使折半）男子

　　　　　　　3＊2

10．20％～16．99％1

支給　開　始
年　　　　齢

　　　一一－

65歳

原則65歳
但し，収入等に応じ
特別支給の老齢厚生
年金受給

　　　　　」
　　　　■1給付水準　．願

　（月額）

　　　　　●剛振

，　　　　　　欄■闇■1

　　65歳

■52，267円／1人　　　　　一一

18万5，125円 「・32年加入夫婦、

、のモデル年金　ノ

S61年改正で将来

的に厚生年金に並．

ぶとされている。

、　　　　　　　】

注1＊1は，標準報酬月額（毎年5．6．7月の支払給与を平均し，当年11月より適用）に対する割合

　2＊2は各共済組合によってその料率が異る。

　　　表の10．20％は，私立学校教職員道済組合　16．99％は，日本鉄道共済組合　の値
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2．主要国の一般被用者年金制度の比較

酬耶¶国　’名　刷 野“管1町閃r騨 酬 芹1ヨFリズ騨
↑

　11ズ頒1一二 嗜デ罪卿燗阿’ ’一 ワト’澗剛男「 百¶ 禾一

制度名
労働年金・

職員年金
国　民　年　金

国民保険
（基礎年金） （付加年金）

老齢・遺族・

障害保険 厚生年金
；1老齢（退職）年金

支給開始年齢
65歳

男子65歳

女子60歳
65歳 　　耳65歳

　65歳
※（2027年まで

　に67歳へ）

男子60叢

女子56歳　陶

（女子は2000年

までに60歳へ）

，保鞍料率
1　（88年度）
i

耐

　18．7％

（労使折半）

　累進保険料

被用者

　5．0～9．0％

事業主

5．0～10。45％

9．45％

（事業主自営

　業者負担）

10．6％

（事業主負担）

122％
（労使折半）

9．54％（男子）

（労使折半・総

　報酬換算）

（標準報酬ベー

スでは12．4％）1
「
国
庫
負
担
1

拠出金で不足す

る費用の全額

（87年で総給付

費の17．5％）．

拠出総額の7％

　（87年）

拠出金でτ足す　　　　　2

る費用の全額

（86年で給付費

　の19．1％）

な　　し な　　し
基礎年金給付費

　　の1／3

：　　　老齢年金額水準識

　　　平均賃金
37．1％ 39．5％

耳

57．2％ 43」％ 42．8％

租税負担率
社会保障負担率

　　ム　計1，　　耳

幽鼠踊得履

30．7％

22．5％

53．2％

41．5％

lL2％
52．7％

魎圏一r一

　　　　　51．1％

　　　　　18．8％

　　　　　69．9％

1　　　　　　　　　　　　－　一　　　　　　　一一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　一

　25．8％

　100％
　35．8％

一 ’

25．5％

11．1％

36．6％

　　　　司
（注）※アメリカは，支給年齢を’83年法で引き上げを決定している。

（参考）上記の他にOECD主要国の支給開始年齢

　　　67歳…デンマーク，ノルウェー，65歳…カナダ，スイス，60歳…フランス，イタリア

　この表でみる限り，保険料率と支給水準については，まあまあのレベルといえそうである。

しかし，日本の物価の高さや，社会資本の整備状況なども加えて考えると疑問も出よう。

　また，急速に高齢化が進む日本にあっては，現行の制度のままでは年金レベルを下げるか

あるいは，保険料率を上げるなどしないと，財政破たん，制度破たんが予測される。（下図

平成元年度財政再計算より）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　・

％
の40

003

保
険
料
率

20．0

10．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ‘蟻δ通テ，一翻難糠鋸

　　　　　　　　　65才支給と仮定した場合　　ることによって，261％にするの恭今回改

1990　　2000　　2010　　2020　　2030

平成元年財政再計算の前提

［il欝上撫1金改定率4呵
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3．今国会で審議中の改正案（ポイント）

1賢
耳炉，－f－　’　1　㍗一　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『マ『　r－‘　　　　一　　一　『　　一一門弼Ψu公的年金制箇～写：亮花薯あざじだ諺【定稟で…覇成元年翠金財政再計算に基づく）

亨 一

瑠
I
1
　
　
　
1
　
　
　
　
－
　
I
－
　
　
I
　
　
I
　
　
　
　
　
－
－

a．支給開始年齢の65歳への繰り延べ（厚，共）

　・ピーク時の被保険者の負担軽減　31．5％を26．1％におさえる

　・急速な高齢化社会の保障として，各国の状況を参考（OP参照）

　　具体的には，男子の場合

　　　現在　51歳以上の人　　60歳支給　46・45歳　　　63歳支給

　　　　　　50～49歳　　　　61歳”　　44・43歳　　　64　〃

　　　　　　48・47歳　　　　62　”　　42歳以下の人　65　〃

　　　一｝b．保険料の引上げ

　　　　　　　　現在まで

　・厚生年金　　12．4％

　・国民”　　8，000円／月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一
　　　　　　　　　　　　　こ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’「　　　　　　　　　　一　　　　　　”

　　平成元年より　ピーク時（2010年）

　　＋2．2％　　　26．1％

　　＋400　　　　1万3，000円

一

c．年金支給額の引上げ（モデルで）㌔

　・厚生年金　　現在　18万5，125円／月　　　を19万5，492円／月

　・国民年金　　　〃　5万2，267円／月・1人を5万5，550円／月・1人

＼

皿 1－aに伴い，60－64歳の無支給期間及び働きたくても働けない人に「繰上げ減額年金」（案）

を個人が選択できる道として準備

皿 自営業者に，サラリーマンの厚生年金基金にあたる「国民年金基金」の設立 ＼
】
V

年金受給額の目減男要防ぐ為に，「完全自動物価災ヲイド方式」の採用戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．冥　’74▽▼

現行は……スライド制を採用しており，原則として消費者物価指数が年平均で5％を超

　．　　　えて変動した場合に翌年4月から改正　　ぎ

゜嬰　　図

＼

各年金制度間調整として，鉄道共済年金に対する救済

　　旧国鉄を母体とする鉄道共済年金は，加入者（OBを支える人）よりも受給権者の方が

　　多く，破綻状態にあり，それを他の制度よりの拠出により救済しようとするもの。

匪璽平成2年～6年にかけて各年金より1，490億円を拠出し，

　　　　　鉄道に1，450億円，たばこに40億円くり入れる

拠　出　額 加　入　者
1人当り月額 加入者数 老齢年金

受給権者数
受給権者
比　　率

厚生年金 1，140億円 170円 日　本　鉄　道

共済組合
26万人 34万人 131．0％

V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

NTT共済 30 420
厚生年金保険 2，699 365 13．5

地方公務員
共　　　　済

270 340 日本たばこ産業

共　済組　合
3 2 74．5

私立学校
教職員組合

30 340
全　　　　体 6，322 1，256 19．8

農林漁業団体
職員組合共済

20 170

1鉄道共済の自助努力1　　　　　　　　　　　1，550億円

1．支給年齢の現行58歳から60歳へ　2．

3．JR各社，清算事業団，国家公務員，

：　保険料率の引き上げ（検討中）

　共済連合からの拠出，

　　一一一

etc

一 32一



za　　　　es　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ

r違合」の評価
・ 年金支給開始年齢60歳の堅持

　就労からの引退年齢と；年金支給開始年齢

　の結合は崩すLとのてきない原測であり60歳

定年制（現在60％強の実施等）“と60歳台前半

　層の雇用確保がされていない現状の中では

65歳支給は行わないこと

今回め年金財政再計算が詳細木萌のう兄将

の高齢者，女子の雇用拡大等考慮されてお躾

ず，今回の引上げは行うべきでない

・ 今後については，労使負担比率を5：5カら

　3：7へ
・ 国民年金未納者（16．3％）の改善等を

・モデル賃金てあり不充分である

・国庫負担率の引き上げしより老齢厚生年金

　（66一β4歳の特別支給）は，30年加入の夫婦

一 世帯で従前所得の45％（可均月収の60／）

　た『よう　善の．

実施すべき

・ 年金一元化と，鉄道共済年金救済とは本来別1

問題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
・かねてより予想されていたにもかかわらず，

国鉄改革の際に解決を先送りした責任は重

　く，国・国鉄清算事業団の責任と負担，そして

　JR各社の自助努力によって対処すべき。

b厚生年金拠出に依存する「制度間財政調整」

は行わないこと。

　　顧鷲毒に打う　　ef’　載一スに’
「改定を行っている　今回案は．平成元年度に行われた再

牙算の結果　5年前に比へ寿命力伸びて喝るごとを背景

に，60歳年金支給のままたと　保険料が　前回61年改正

て28．9％てよLとしてし乳ものか　31．5％になってしま

うことから　65歳支給の案が悪ぎ国会へ上程されだ

　政府ほ，65歳支給についてf今すぐ行うものではな

く　10年後から段階的に行うものであり　その間政府と

しても，60歳台前半層の雇用促進，傘業年金，個人年金の
1’ 普及をすすめる一方，国民1人1人に充分な準備期間を

与える親切なもの」としている。

　　「連合」は，現状の60歳以上の定年制が，60％台の実

施状況であり，60歳台前半層の雇用確保ができていない

状態から反対の立場である。

　　この問題は，1人1人が60歳以降をいかに生きるかに・

かかわるわけであるが，実態面では，65歳定年に移行す

る前に，まず60歳定年制の確立が急務である。現在60歳定

年のところでも，まだ働く環境が整っているとはいえ

ず，実質60歳定年に向け努力が必要。また，現行制度面

では，厚生年金の在職老齢年金のしくみやジ企業年金の

充実，整備も急がれる。

　＜在職老齢年金＞

　60「64歳◎．社会保除加

入考の場合，11ij月の給与

が　マ定額を超えた場合，

厚生老齢年金が減額支給さ

｝れる9，1

〈企業年金＞

　60歳以降支給され減額・

措置はない’

騨響金加入の場合
鋪鰍一1

21万円以上 0

働ぞ21万円縞

碧

1・。・

厚生老齢

　年金部分
455万円未満 郵］

陣5万果満 …　1、
↑
£
し
｛

1働もてけ
100憲支給

一醗堅　一幽当
1

翻脚．勘す脳支給

・ 今国会で　上限と区分の改正案
ゐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋　　A

加入状況

一 33一



皿　医療制度

1．国民医療費の規模

国民所得の6％強に当たり

対米輸出額よりも多い

①その中で老人医療費の占める

　ウェイトの増加と伸びが著しい。

　　その理由として分析される1

　つにrS48年の老人医療費無料

　化による負担減少が受診を安易

　にさせた」がある

②医師数や病床数などの医療供

　給体制と医療費水準は，強い相

　関があり供給能力過剰が，入院

　患者増になった。

③　医療技術の内容の向上が，薬

　づけや検査づけという過剰診療

　診を生み出した。

そして毎年1兆円

ずつ増えている

（右図）

国民医療費とはち日本の医療機関が行う治療に対

して支出された費用の合計で，正常分娩の費用，

人間ドック等の自発的健康診断費用，差額ベッド

等の保険外負担，美容整形や売薬の費用は含まな

い

　国民医療費と主要産業生産高等との比較（昭和61年度）

（兆円｝

20

15

10

童
罫
1

国民医療費民間住宅　鉄綱業　対米輸出額　自動車　コメ生産高
　　　建築投資額　生産額　　　　　　　生産額

｛兆円》

　20

：15

10

国
民
医
療
費

L
と

ゴ特 国民医療費の推移
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2．国民医療費のうち，老人医療費が今後増大する。

一 S61年度（1986年）一

鴨⊥

一 2000年一

（理由）①老人人口の急速な伸び

　　　②老人1人当りの礁が高い⇒

43兆円

15．6兆円

老　　人

老人以外

老人医療費とは，

70歳以上の方

及び

65歳以上のねたきり

老人にかかる医療費

年間約
52．4万円

樫麟の剣躍篠
S48老人犀療費の鉦料化開始

S58　老入保健，制度グ）創設

　　　　　各医潭保険各制度から“　一；Z割拠出

　　　　・掴・県　市町村から　　　　3割ノヂー

　　　退職者医療勧度の創設一

　　　｝従来被用者保険OBは，国民保険に入

　　　　り老人負担3割であったが，2割とした

　　　老人保鰹制度の改正

「福祉元年」と云われるS48年に導入』

された老人医療の無料化が，高齢化の

進行，医療技術の向上，医療体制，本

人の意識などから，国の財政が負担に

耐え切れず，重度なる改正が続けられ

ている。退職者医療制度，老人保健制

度は，望ましい制度であるが，サラ

リーマンを中心とした健康保険組合等

からの拠出金が充当されており，運用1

次第では，制度の破綻になりかねかい。

現実に，優良とされてきた健康保険組婁

合もS62年には，合計で初めて経常収「、

支で赤字決算となった。

＜本人負担の開始＞Jli野

外来1ヶ且：　入院1旧．

1400円“＝　300円

■老人医療費負担のしくみ

　　　1開の内駅

㎝　　　薗　　　　」
　　　an％1

　　謡　　　拠出虫
　　　　　70％

卿町村

鑑
，

⇒拠出垂

む人匪際費

5兆5，eoem円

一 35一



＝

ド

匿
＝
‘

4．今後の政府・医療政策のポイント

・ 政策目標として，「国民医療費の伸びを国民所得の伸びの範囲内にとどめる」（S59閣議確

認）……現実は，この数年，2％程オーバー

・ 将来にわたって，良質な医療を定安的に供給して行く

　　①医療保険各制度間における給付と負担の公平化を図る。

　　②医療資源の効率的な利用，医療費の適正化等により，国民の負担が過大なものとなら

　ないよう努める 日本と同じ社会保険方式をとる国では国庫負担はない

アメリカ イギリス 西ドイツ
1　フラン

スウェーデン

社会條険方露 保健サービス 詳会保険方弐 杜会保険方詫 （入院）保健サービス
（外乗》社会保険方或

原則として、　　　なし1 保健サービス
費用の約90％

諮　則として　　　　なし 原則とし
　　　　・し

（入院）全費用を国と

　　地方で負担
‘外来｝費用の15％

・ 具体的には

1．給付水準の引き下げ

　　S59の健保法改正で「60年代後半の早い時期に8割給付に統一する」

2．老人保健への各保険者からの拠出金の膿■を’90年度から現在の90％を■翻

　にすることを予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総拠出金　　　被保険者1人当り
　仮にこれが実施されるとS62年見込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90％の場合　　7，859億円　　　約60，300円
みの老人医療費でみると，健康保険組　　　　　　　，・ム　　ー一一一一　　一r一

合の場合1人当り約3，800円の拠出額

となる。

＝拠出金額の計算式＝

　額潔　　医療費按分率　　　　　　　　　　團

神］・腰組・

約　496億円 約3，800円の拠出増

↓
拠出金額＝0．7x

　A
醗翻

覆　麟鶴込み　人．医療費 癬罫；濁老人加λ購

健康保健組合 4、839億円 3．o蝿

政府管掌
健康保険

1　　8，590 4．5：

船員保険 191 5・8　1

共済組合
（公務員etc）

1　　2，690 3．9

国民健康保健
（自営者etc）

　
3
兆
1
，
1
5
1
1

13．6

計 L窪当L販a一 ヱ創囮

昏τ連合・健保連の主張一s．．’。“一・　一一一・一　一一一一

｝1★・高齢化社会の急進展に適鰍応しかつ公平な医療鮒と騨給㈱の改善力種要

　　　な課題

i★老人医療については，　「…丁　　　　　　　　　　　　　　・tt－t

　　・◎公費負担を現行の30％かち50％へ（◎更に比率の漸次拡大を）

　　・加入者按分率の100％引上げの阻止（◎公費負担50％になるまでは90％）

　　・本人自己負担を定年5％を（◎現行負担額の見直しは慎重に）

　　・◎65歳適用への引き下げを

★◎保険給付8割はすべきではない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　　　◎連合　　・健保連
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IV　まとめ

　日本の自由社会に占めるGNP（国民総生産）は，10％強を占めるまでに至っており，経済

大国日本の役割が高まっている。

　’88年5月に経済審議会は「経済運営5ヶ

年計画」を「世界とともに生きる日本」とし

て発表した。世界に貢献できる経済力を日本

がもったことはすばらしいことであるが，そ

れを支える我々の生活レベルもバランスのと

れたものでなくてはならない。

　1つの指標が，国民負担率であり，先要国

の中ではまだ低い，しかし，高齢化社会の急

速な進展により高まらざるをえない。その場

合，どんな社会を目ざし，どこまでの負担レ

ベルをしっかり合意した上で，活力のある，

負担と利用の公平，公正な社会を目さずべき

である。

国民1人当り

国民所得

国民負担

税

社会保障

一
政治の役割

　　　　↓

ヒ　証薫

一
政治について一

　そして，それを国民に提示し，合意の中で

進めて行くべき役割が「政治」にあると考え

る。公平・公正の点で気になるのが，源泉徴

収されガラス張りの状態のサラリーマンに対

する扱いであり，これ以上の不公平感を生ま

ないことが必要である。

　　　　↓

s 負担はどと㌔まて．

之するカ

　　　　↓

IAN平，公正な社・

．の．

・高齢化社会の到来

・ 国際化における日本

　の役割

・どんな社会とするのか

誰が負担するのか

　　全国民か（税の形）

・
｛
　　一部か（保険の形）

　　個人か

・ 若い世代か老人か

一
価値観について一

　年金にからむ，政策担当側の云い分の例として

　　①　鉄道共済組合救済については，産業構造が鉄道から自動車へ変った為に起った面もあ

　　　り，本人に責任はうすく，どの産業にも起こりうることも考えて判断してほしい

　　②　現行の在職老齢年金（60－64歳）は，健康で働いている人には減額支給され働いてい

　　　ない人には全額支給されるが，もともと社会保障は働けない弱者の為にあるという認識

　　　と，不合理と云う前に，健康で働けることに感謝すべき

　などがあるが，個人，国民の価値観で大きく判断が変ると思われる

　いずれにしても，全体が理解，納得するだけの材料と期間が必要とされ正直者が報われる社

会建設に1人1人が努力すべきである。

一
参考資料一

　・あなたの長寿社会読本

　・目でみる年金　平成元年度版

　・厚生白書　昭和63年度版

　・いまこそ老人保健制度の改革が必要です

　・連合「政策・制度要求と提言」～平成元年～2年度

　・健康保険の早わかり　平成元年改正版

中島義雄著　　　　　ダイヤモンド社

厚生省年金局監修　　社会保険研究所

厚生省編

健康保険組合連合会パンフレット

社会保険庁運営部監修

一 37一
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働中部産政研　第1期研究テーマ

高齢化対応への提言

1．高齢化対応に向けての基本認識

①　高齢化問題は，企業経営にとって重要課題である。

　今後予想される目本経済の慢性的な人手不足，労働時間短縮の進行，更なるコスト

ダウンの強化等の動きの中で，「高齢者が元気に気分よく，また若い人が安心して働く

ことの出来る職場づくりをとおして，職場にゆとりをもたせると同時に息の長い活性

化を実現する」ことが企業経営の重要課題である。

②　高齢化問題への対応は，企業が高齢化してから取り組むのでは遅い。活力ある高齢化

　企業に軟着陸する為には，今からの対応が必要である。

　現状における労働のあり方，人事P一テーション，教育制度は，主として若者を対

象に考えられたものであり，今後予測される急速な高齢者の量的拡大に対しては充分

なものとはいえない。生産第一主義で高齢者を第一戦で活用しようとした場合，その

労働に配慮を欠く恐れもあり，活力ある高齢化企業に軟着陸する為には，今からの対

応が必要である。

③　若者の製造業離れが指摘される今日，高齢化問題を手掛りに，将来の魅力ある職場づ

　くりを展望することが大切である。

④高齢化対応を成功させる為には，トップを含めた全社的な展開が必要である。

2、高齢化対応のあり方

1　高齢者が元気に気分よく，また若い人が

安心して働くことが出来る職場づくりに向

けての高齢化対応は，若年から中年齢にか

けての高齢化防止対策（A段階）と高年齢

における高齢者対策（B段階）の一貫性を

もたせた2本柱がセットされる必要がある。

　　一般に高齢化対策として論議される施
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策は，B段階におけるものであるが，　A

段階における諸施策が以下の効果を生む。

①　B段階を短縮し，実質的に高齢化問

　題を軽減する。

②　B段階の高齢者対策をやり易くし，

　その成果を大きくする。

　更に，職場の仲間の精神的な共通の支

　柱を作る意味で，職場における倫理・

　価値観の確立を図る必要がある。



職場における高齢化対策

　　　　年
入社

　　20歳

　　30歳

　　40歳

　　50歳

定年60歳

　　70歳

齢

計画的育成ローテーション

多能工化

ME化対応教育

醐発｛騰鍔鱗

就業時間の弾力化

全体として職場における倫理・価値観の確立

2　高齢化防止対策として，計画的育成ロー

テーションが必要である。

　中高齢までに少なくとも異なる2っの

ショップを経験することが有効である。

・ 労働者個人にとってどんな教育・訓練

を受けたかが，労働生活のあり方を決

定的に左右し，高齢化してからの

ショヅプに対する適応範囲と適応能力

に大きく影響を与える。

・ショヅプを越えた広いローテーション

によって多能工化が果され，高齢者の

適職移動をスムースにする。

　例えば，同部署内での異職種のロー

テーション（組付と加工）や保全・検

査などの準直部門と組立部門という少

なくとも2つのショヅプを経験する大

胆なローテーションも必要である。

・ 今後更に進展するであろうME化の波

の中で，ME機器の取扱いは，個々人

にとって必要不可欠であり，高齢化す

る前のME化教育・訓練が特に大切で

ある。

3　作業・環境改善とは，一ロで言えば，仕
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事の内容を高齢者にとって働き易いものに

することによって加齢に伴う体力，視力，

判断力などの衰えをカバーすることである。

　働き易いとは

（1）これまでの技能・知識を生かすことがで

　きること。

　　比較的マイペースで仕事ができ，体力的

　に無理がないこと。

　　加齢による視力・判断力の衰えをカパー

　できる仕組みになっていること。

その際，次の点に留意すべきである。

・ 作業改善は，作業が単純になって効率

　が上がればよいというものではなく，

　高齢者にとって“働き易くなる”とい

　う視点が必要である。

・しっかりとした予算のもとに，特定の

　担当部署をつくり，全社的適職開発を

　展開する必要がある。

・作業・環境改善のためには，全社的・

　体系的なアプローチと同時に，個々の

　職場で，継続的にアフターケアーでき

　る仕組みが必要である。

・ 大切なことは，長い間勤めた高齢者の

　誇りと自負を尊重する精神が流れてい



ることである。

4　適職移動の方法として，高齢者にとって

やり易い仕事を開発し，そこへ移動させる

方法と高齢者専用職場をっくる方法とがあ

　るが，職場の活性化という観点から若者と

　ともに働く前者が望ましい。ただし次の2

　つの問題を克服する為にも移動の為の明確

　なルールづくりが必要である。

　があり，体力の衰えた高齢者にとって

　辛い状況が生じる。

③65歳まで定年延長した場合，昇進シ

　ステムや賃金体系の根底からの変革が

　必要になり，企業内部での混乱が大き

　い。

④国際比較の上で高齢者の就業率は，

　すでに欧米諸国よりかなり高い状況に

　ある。

問題点

（1）高齢者が「役に立たなくなり，俺は

　出された。」という差別意識を持ち，

　モラールを低下させる。

（2）加齢による体力・気力の屈折点につ

　いて個人差が大きく，誰が，どの機会

　で移動を決定するのかが難しい。

　また，高齢者を受け入れる高齢者専用

別会社を作るケースも考えられるが，企

業全体としての自立が強く要請されるた

めに，経営上の都合が優先され易く，高

齢者自身にとってのメリットは大きくな

い。

5．60歳前半層への高齢者雇用の方法とし

て，現時点では定年延長ではなく，再雇用

制度や勤務延長制度の方が好ましい。

　そして何よりも，高齢者が元気に気分良

　く働くことのできる職場づくりの為の高齢

化対応策が充分なものでない限り，雇用延

長の意義は乏しい。

＝ 定年延長でなく，再雇用制度・勤務延

長制度の方が好ましい理由＝

①　高齢者の場合，働く意思と能力・体

　力に個人差が大きく，一律65歳定年等

　には無理が生じる。

②　65歳まで働かねばならないという，

　一種の社会的圧力が醸成される可能性

6　賃金の決め方に合理性と説得性がなけれ

ば，高齢者の生活を十分に保障することが

できないばかりか，モラールをダウンさせ

　ることにもなる。

　現行制度においては，高齢者の賃金の停

滞が画一的に行われており，今後は，体力

　・気力があり，所得への選好の強い高齢者

　の働きぶりと能力に応じて賃金を決める合

理性と説得性が必要となる。

　　その際，大前提として，高齢者がその能

　力を十分に発揮しうる適職開発がなされて

　いなければならない。

7　人生80年時代の今日，定年退職後の生き

方には働くこと，趣味に生きることなど

様々であるが，自分の生涯をいかに位置づ

けるかは若年時代からの自助努力による自

己啓発が最も大切であり，そのきっかけ作

　りとしての生涯プラン，生涯教育システム

の充実が必要である。

8　自助努力，組織のサポート部分も含め

て，元気に気分よく働く為にも「健康」に

重きが置かれるべきである。組織のサポー

　ト部分としては，健康管理体制，安全面で

の更なる充実，生産そのもののあり方の検

討も大切である。
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三菱電機の中高年対策と

熟年職場の実情と課題

　
　
　
勲

　
　
　

し

麟
　
　
宮
霞
釦
醗

　
　
　
　
鶴

　
　
　
門
蟹
　　名菱産業株式会社

取締役八木良三
☆三菱電機における中高年対策の概要

　中高年対策への取り組みのはしりは，昭和46年頃にさかのぼる。’1’1時は，高度経済成長の中で日進月

歩の技術革新により，中高年者にとっては今迄に経験したことのない対応を迫られていた。

　そして，企業は若年労働力不足が近い将来問題になることも含め，高齢化への対応を考え，労使で専

門委員会を設置した。まず最初に手掛けたのが，中高年者の問題点の把握である。そして，“生涯生活

プラン”の3つの柱を立てた。

　　①生産性向Eのための方策　　 ③白立的精神の確、ン：のための方策

　　②心身共に若さを保持するための方策

　次に，組合主体の「生涯設劇教育」プログラムをスタートさせた。

①

②

③

④

⑤

フレッシュプラン（FP）新入組合員を対象にした16時間程度の研修を年2回実施

ヒューマンプラン（HP）30歳の中堅組合員を対象にしたICIl参加力式の研修を年1回実施

シルバーブ゜ラン（SP）40歳のlll年危機組合員を対象にしたri主参加力式の研修を年1回実施

リザディンプラγ（RP）45歳のSP研修をフォローする組合員を対象にしたri1｛参加方式の

研修を年1回実施

ゴールドプラン（GP）定年1年前の夫婦を対象にした自｝三参加方式の研修を年1回実施

各支部ごとに実施し，SPとGPの研修は統一テキストにより行っている。

☆中高年対策としての熟年会社（名菱産業）

　三菱電機名占屋のIl場施設サービス，製品修理改造，生産協力部門など周辺業務の集約・統合による

活性化・効率化とサービス向ヒ・外販拡大そして中高年職場の確保をネライに名菱産業㈱を設立した。

　名菱席業は，三菱電機名占屋の中高年の出向者が巾心の構内別会社である。ベテラン技術者の技術を

生かすべく作業，設備，環境改善や安全，医療，健康対策，多能に化など中高年対策に取り組んできた。

しかし，技術伝承，新技術の導入，職場の活性化など課題も多く，そのためには，若年者，女子作業者

の混在した職場，新技術の吸収，再教育，そして何よりも経済合理性を外れては存立しないことである。

　まとめとして，今迄の体験から言えば，高齢者専用職場はつらくないほうがよい。

中高年施策　実施例

技能と経験を活かすfi：事の設定・作業条
　　　　件の整備

作業改善
設備改善

・ 作業照度アップ
・ 拡大鏡の導入
・ 測定舘のデジタル化
・ 機械目盛のデジタル化
・ 重量物運搬の機械化・台
理1ヒ

・ 作業姿勢の改良
・ 細密作業の機械化

●工場照明の整備
・ 職場リレイアウト
・ホットコーナーの整備
・ 暖房設備の増設

療
康
り

　
　
く

医

健
づ

・ 講演会・健康理解度アンケート調査
・ 産業医による個別ヘルスミーティング
・ 産業医と職場管理者との意見交換会
体操・なわとびの励行

・ 高血圧者。心疾患者の運動トレーニン
グと検査

・ 職揚レク活動・ヘルス（ジョギング）
　クラブの奨励
・ 個人別対策の推進

・万歩計による
歩行数把握

・ 食事カロリー
調査

・ 生活構造謂査

産業医による

個人別生活指
導
カルテの作成
と展開
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8刀1口

9月1日

9月18日

10刀2日

10月23日

一 産政研だより一

（’89年8月1日～10月末までの主な活動）

☆トヨタ自動車労働組合から5億円の寄附

　　　設立当初から中部産政研の財政確立が大きな課題

　　となっていましたが，先般開かれた第2回理事会の

　　席ヒ，トヨタ労組小田桐委員長から目録贈呈があり

　　8月1口付で5億円が寄附された。

☆賛助会費の拡大

　　　第2期より，中部電力，名鉄，松坂屋，

　　ユ：一，東部ガス，丸栄の各労組，

　　東自動車の各社から新しく賛助会費の協力を得た。

☆第8．回専門委員会の開催

　　　　日本特殊陶業の各企業労使，全

日本電装，アイシン精機，トヨタ車体，関

　　　「高齢化に対する人事・労務諸施策の研究」の報告書論議

☆第9回専門委員会の開催

　　　これまでの委員会での論議，定例研究会での事例研究，アンケート調査，ヒ

　　アリング結果などを踏まえた「高齢化対応」提言書の内容確認

☆「高齢化に対する人事・労務諸施策の研究」提言書の発行

　　　第1期研究テーマとして，高齢化の研究を大橋勇雄名大助教授を中心にし

　　て，おこなってきて，提言・報告書として発行

☆季刊誌「産政研」No．　4　AUTOMNEの発行

　　　「国民生活と政治」を基調にし，資料編では“公的年金健保問題”を取り上

　　げてNα4秋号を発行

☆第3回理事会・評議員会の開催

　　　第1期事業報告・決算報告，第2期大日程などの各案件が審議され承認され

　　た。

☆財団法人　設立1周年記念講演会の開催

　　　榊原清則一橋大学助教授を講師に「魅力ある製造業への提言」と題し，1周

　　年を記念して開催
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編集後記一

☆圃中部産政研が発足して，1年が経過した。満一歳の誕生日ともいうこの秋にAutomne号と

　してNα4の「産政研」を発行できるに至った。

　　本号は，「国民生活と政治」を基調に編集した。

☆当研究会が満一歳ならばさしずめ近代口本は，40数歳の男の厄年を少し過ぎたおじさんとで

　も言えるのであろうか。

　　戦後，猛烈な勢いで急成長した青年期，国際舞台におどりでた30代後半から40歳，42歳の

　厄年に円高というしっぺ返しを食い，世界の中で大人になれとしったされた。

　　内を見れば，世界に類を見ない急速な高齢化という，いわば成人病とうまくつき合って行

　く必要性を感じ始めた。

　　今の口本は，そんな大切な正念場に入ったのであろう。

☆厄年日本を活力あふれ，真に豊かな国際的な大国にして行くかじ取り役は，言うまでもなく

　政治である。

　　今，政治が混迷している。平成に入りすでに3人目の総理大臣という異常である。

　　今，これぞ正論！　政治のあり方が模索されなければならない。

　　その意味で，その一考になればと今同の特集を組んだ。

　　梅村理事長の巻頭，1一と芦村氏の発言，屋山氏と得本会長の対談，だれがしかけた訳でもな

　く見事な意見の一致を見た。これが正論！　だと。

発行人　梅村志郎
編集・発行所　　財団法人中部産業・労働政策研究会

　　　　　　　　〒471愛知県豊田市山之手8丁目131番地　電　話0565－27－2731

　　　　　　　　　　　　　　　　愛知労済豊田会館3F　FAXO565－27－2259
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